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 注意 
 

・ 本器は SOG 開閉器に内蔵される GR（地絡継電器）・DGR（高圧地絡方向継電器

/ZPD タイプ）・専用の試験器です。 

・ 特別高圧用地絡方向継電器（EVT タイプ）および漏電遮断器（ELB）、漏電継電器

（ELR）、逆電力継電器（RPR 特に自家消費型太陽光発電設備用の微小電流）の

試験には、ご使用になれません。 

・ 本器を末永くご愛用いただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読

みのうえ、正しい方法でご使用下さい。 
尚、この取扱説明書は、必要なときにいつでも取り出せるように大切に保存し

てください。 
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安全にご使用いただくために  
                 
 ご注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用ください。 

・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 

・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の

保証はできません。 

・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更す

ることがあります。 

・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略した

り、抽象化して表現している場合があります。 

・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づき

の時は、技術サービスまでご連絡ください。 

・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 

・ カスタマーサービスをよくお読みください。（最終ページ） 

 
 使用している表示と絵記号の意味 

 
■ 警告表示の意味 

警告
 

警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを

警告するために使用されます。 

注意
 

注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に

害を及ぼす危険性があることを注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 

 
 ■絵記号の意味 
 

 

 
警告、注意を促す記号です。 

 
禁止事項を示す記号です。 

 
必ず実行しなければならない行為を示す記号です。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

 
禁止 

 
取扱い説明書の仕様・定格を確認の上、定格値を超えてのご使用は避けてください。

使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 
 

 
強制 

 
接続ケーブル等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線、接触不良、

被覆の破れ等）してください。点検して異常のある場合は、絶対に使用しないでく

ださい。   
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
              

 
禁止 

 
本器を結露状態または水滴のかかる所で使用しないでください。 
故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 
 
 

 
強制 

 
本器と被試験物とを接続する場合は必ず、被試験物が活動状態か停電している状

態かを検電器等で確認してから接続してください。  
感電の原因となる場合があります。 
 

 
分解禁止 

 
カバーをあけたり、改造したりしないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 
 

 
強制 

 
設置、計測中に電源ブレーカーが切れた場合、切れた原因を明確にして、その原

因を取り除いてから試験を再開してください。 
そのまま行うと火災・感電の原因となります。 
 

 
アース線接続 

 
被試験物にＥＡＲＴＨ（アース）端子がある場合、必ず接地してください。 
感電の原因となる場合があります。 
 
 

 
禁止 

 
接続する時、電気知識を有する専門の人が行ってください。 
専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合がありま

す。 
 

 
強制 

 

 
活線状態における継電器試験(単体試験)では、試験前の準備段階から試験終了に至

るまで大変危険な作業を伴います。高電圧活線作業のため、活線警報器(充電部近  

接時の警報)や検電器(高圧・低圧)、ﾍﾙﾒｯﾄ、高圧ｺﾞﾑ手袋を装備し安全確認作業をし

てください。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

注意
 

本器または被試験装置の損傷を防ぐため、記載事項を守ってください。 

 
禁止 

 
落下させたり、堅いものにぶつけないでください。 
製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 
 

 
禁止 

 
本器の清掃には、薬品（シンナー、アセトン等）を使用しないでください。 
カバーの変色、変形を起こす原因となります。 
     

 
強制 

 
接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにロックを緩めてからコネク

タ部を持って外してください。 
コード自体を引っ張るとコードに傷がつき、誤動作、感電の原因となる場合があり

ます。 

 
禁止 

 
発電機を使用する場合は、本器の定格に合わせて余裕のある発電機をご使用くださ

い。 
発電機の選定は、電圧変動、周波数変動、波形歪みの少ないものにしてください。 
本器の消費電力は最大約２００ＶＡですが、補助電源出力を含めると最大約７００

ＶＡとなります。安定した試験を行なうために、定格容量９００ＶＡ以上の発電機

を使用してください。 
 

 
禁止 

 
保管は、６０℃以上の高温の所または、－２０℃以下の低温の所及び、多湿な所を

さけてください。また直射日光の当たる所もさけてください。 
故障の原因となります。 
 

 
禁止 

 
ゆるいコンセントに電源コードを差し込んで運転しないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
電工ドラムから電源をとる場合、コードの長さ（距離）に注意してください。 
製品の性能が保証されません。 

距離が長いと電圧降下を起こし、所定の電圧(AC90V～110V)が得られず試験が出来な

いことがあります。電線の太さ 2.0mm2長さ 30m 以内を推奨します。  
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製品の開梱 
 

 
本器到着時の点検 本器がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破損や紛失物が

ないか点検してからご使用ください。 
万一、損傷等の異常がある場合には、お手数ですが弊社最寄りの支店・営

業所またはお買い求めの取扱店へご連絡ください。 
 

 
製品の開梱 次の手順で開梱してください。 

手 順 作 業 

１ 梱包箱内の書類等を取り出してください。 

２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出してください。 

３ 
梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全て

含まれていることをご確認ください。 
 

 
 
 

免責事項について 
 
 

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定器

です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、被

測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6 章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条

の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気機

器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物に万

一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害については責

任を負いかねます。 

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、

本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客

様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を

負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のない

条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。 

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1.1 概 要                           
 

「GCR‐mini GR・DGRリレーテスタ」（以下本器という）は、PAS（柱上気中開閉器）や UGS（地中ガス開閉

器）に代表される SOG開閉器に内蔵される GCR（地絡継電器）・DGR（地絡方向継電器／ZPD タイプ）の動

作試験を簡単な操作で効率よく短時間に実現する専用試験器です。 

超小型・軽量の構造ながら、無歪波形出力を可能とした特殊アンプ回路を搭載して定電圧・定電流による

試験を行うことが出来ます。 

 

1.2 特 長 
 

 最大出力電流 2.5A（Io：0.2A タップの 1000％に対応）、最大出力電圧 1000V（Vo：15％タップの 150％に対応）、

電流と電圧位相は±190°リニア可変とすることで、逆位相（±180°）への設定も容易に可能 

 最大 AC100V‐5A を継電器に供給する補助電源出力装備 

 受電設備の電源を利用した「自電源（自己電源）」による試験と発電機やポータブル電源を使用する 

 無歪波形の出力 

入力された電源の波形に影響されることなく、無歪正弦波形の電圧および電流を出力 

電源周波数に同期させるゼロクロススタートと、50Hzおよび 60Hzの 3 種類の中から任意に選択設定 

 電圧／電流設定機能 

スイッチ切り換えにより、試験対象物器に電圧・電流を印加しない状態で設定が可能 

 慣性特性試験に完全対応 

出力時間 50ms（固定）の慣性特性試験を自動化 

 安全設計 

・ 補助電源出力には、安全な 5Aサーキットプロテクタを装備し、出力の短絡を保護 

・ SOG 開閉器への接続に便利な総合端子コードを標準装備、色分けされたリード線と先端に脱落防

止機能のパワークリップを採用することで、現場での結線作業効率が向上 

・ エラー検出機能を搭載し、異常時にはブザー音および画面表示で警告通知 

 

1.3 試験対象となる継電器 
 

● 高圧交流負荷開閉器（PAS・UGS）の制御部に内蔵される「DGR（方向地絡継電器）」「GR（地絡継電器）」 

◈ 本器の対象は、通常の施工（PASの場合は制御線の長さが 10m以内）が行われた ZPD タイプの DGR もしく

は GR となります。 

◈ 制御装置が構内一号柱以外の場所に設置されている場合には、制御線の亘長に比例して導体抵抗が増える

ことにより、本器では試験が行えない可能性があります。 

◈ SO（Storage Over Current  過電流蓄勢トリップ）要素の試験は、本器の対象外となります。 
 

● 高圧受電設備に組み込まれた「DGR（方向地絡継電器）」「GR（地絡継電器）」 

◈ キュービクルや電気室等の受電設備内に設置された静止形で ZPD タイプの DGR もしくは GR の試験を行う

ことが可能です。（本製品の集合端子コードの先端分岐部分は 50cmなので、配線には延長が必要です） 

◈ 主に特別高圧用として使用される EVTタイプの DGR や誘導円盤形の継電器では、本体の容量不足によって

試験が行えない可能性があります。 
 

● 「OVGR（地絡過電圧継電器）」 

◈ ZPD（高圧用の接地コンデンサ）を用いるタイプの OVGR であれば試験は可能です。 

◈ EVT（接地トランス）を用いるタイプや ZPD タイプであっても誘導円盤形の OVGR では、本器の容量不足に

よって、試験が行えない可能性があります。 
 

● 「RPR（逆電力継電器）」 

◈ 発電設備等に用いられる RPRでは復帰時間以外の試験に対応します。但し、太陽光発電設備に使用されて

いる RPRの場合には整定タップの関係上、ほぼ不可能となります。 

◈ この為、に本書には試験手順を記載しておりませんので、ご有用の方は弊社までお問い合わせください。 
 

● 「LGR（漏電火災警報器）」及び「ELR（漏電リレー）」試験継電器）」 

◈ ZCT（零相変流器）を用いる LGR・ELR は、高圧用の GR と同様に試験が可能です。 

◈ トリップ時の信号出力の無い ELB 等の試験は、本器の対象外となります。 
 

各試験対象物の詳細につきましては、「3 章  試験手順」及び「4 章  付録」をご参照ください。



5208-000ST011 

4 

1.3 付属品 
 
1.3.1 付属コード 
 

品 名 長 さ 数 量 

電源コード ３ｍ １本 

総合端子コード ５ｍ １本 

アースコード ５ｍ １本 
 
 

電源コード 

 
 

総合端子コード 

 
アースコード 
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1.3.2 その他         
 

品 名 数 量 
電圧保護ヒューズ（Ｆ１）  250V/1A  ミゼット（20mm） １本 

電流保護ヒューズ（Ｆ２）  250V/5A  ミゼット（20mm） １本 

電源ヒューズ  （Ｆ３）  250V/2A  ミゼット（20mm） １本 

 補助電源ヒューズ（補助電源コード） 250V/10A  ミゼット（20mm） １本 

コード収納ケース（EM ケース）  １個 

肩掛けベルト  １本 

フックロック※  ２個 

取扱説明書（合格証付）  １部 

保証書  １部 

 
 

 

 

付属のフックロックを総合端子コードに巻き付け、フック部分を分電盤等に引掛けること

により総合端子コードの自重による先端クリップの脱落を防止できますので必要に応じて

ご利用ください。 

 

 

押込む

巻付ける

総合端子コード

引掛ける

 
 

 
  

※ フックロックについて 
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1.4 各部の名称及び機能 
 
 

 
 

 
① 総合端子コネクタ 全要素を入出力する総合端子コネクタです。 

② 電圧保護ヒューズ（Ｆ１） 電圧出力保護用のヒューズです。（1A） 

③ 電流保護ヒューズ（Ｆ２） 電流出力保護用のヒューズです。（5A） 

④ 補助電源出力スイッチ 補助電源出力をＯＮ／ＯＦＦするスイッチです。(5A  ブレーカー) 

⑤ 慣性スイッチ 慣性試験を選択設定するスイッチです。 

⑥ 電源切換スイッチ 発電機または商用電源で使用電源を切換えるスイッチです。 

⑦ 周波数切換スイッチ 出力周波数を切換えるスイッチです。 

⑧ 電源コネクタ 電源入力コネクタです。 

⑨ 接地端子 本器の接地端子です。アースコードを接続します。 

⑩ 極性確認ランプ 本器の電源極性が正しいことを確認するためのランプです。 

⑪ ＬＣＤ表示器 各要素の出力値等を表示します。 

⑫ コントラストツマミ ＬＣＤ表示器の文字濃度を調節するツマミです。 

⑬ 接点／電圧切換スイッチ 継電器のトリップ動作出力信号に合わせて切換えるスイッチです。

⑭ トリップ／接点確認切換スイッチ 継電器試験時に動作確認のみとするか、動作後に出力（カウント）

を停止するかを切換えるスイッチです。 

⑮ 電源ヒューズ（Ｆ３） 電源回路保護用のヒューズです。（2A） 

⑯ 電源スイッチ 本器の電源をＯＮ／ＯＦＦするスイッチです。 

⑰ スタート／ストップスイッチ 試験を開始／停止するスイッチです。 

⑱ 設定スイッチ 電圧／電流／位相出力を、設定するスイッチです。 

⑲ 位相設定調整ツマミ 電圧要素と電流要素の位相角設定を調整するツマミです。 

⑳ 電流レンジ切換スイッチ 電流レンジを切換えるスイッチです。 

 電流設定調整ツマミ（灰） 電流要素の出力値を調整するツマミです。 

 電圧レンジ切換スイッチ 電圧レンジを切換えるスイッチです。 

 電圧設定調整ツマミ（灰） 電圧要素の出力値を調整するツマミです。 

 ブザー 本器内蔵のブザーです。 
 

 
  

① ② ③ ④ 

⑤ 

⑦ ⑧ ⑥ ⑩ ⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑬ ⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰ ⑱ ⑲ ⑳ 2122 23

24

22 
23 
24 

21 
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1.5 製品仕様 
 
1.5.1 一般仕様 
 
使用環境 0～40℃、80％  RH以下    ただし結露しないこと 

保存環境 

耐電圧 

‐10～60℃    80％  RH  以下 

電圧出力－ケース間  AC1000V 1分間 

 トリップ－ケース間  AC1000V 1分間 

 

絶縁抵抗 

電流出力－ケース間  AC500V   1 分間 

出力端子－ケース間  AC500V   10MΩ以上 

適合規格 地絡継電器  JIS C4601（高圧受電用地絡継電器） 

 地絡方向継電器  JIS C4609（高圧受電用地絡方向継電装置） 

 交流負荷開閉器  JIS C4607（引外し形高圧交流負荷開閉器） 

外形寸法 約 290(W)×180(D)×220(H)mm 各±10mm    但し突起物を除く 

質 量 約 5.8kg 

 
1.5.2 基本仕様 
 
電 源 AC100V±10％    1φ 50/60Hz 

消費電力 

種 類 

約 200VA 以下  補助電源は含まない 

商用電源／発電機  スイッチによる切換え設定 

補助電源 AC100V±10% 500VA（AC100V✕5A NFB 遮断） 

電流出力  

出力範囲 AC 25mA～2.5A 

出力容量 
 

レンジ位置  容 量  定格負担抵抗 

0.5A 約 0.25 VA  1Ω 

2.5A 約 6.25 VA  1Ω 
 

出力安定度 0.5A(500mA)レンジ  ±1mA

 2.5A(2500mA)レンジ  ±3mA

歪み率 

 

オーバーシュート 

連続出力時間 

純抵抗負荷時 

出力短絡時 

各レンジ約 1％ 

各レンジ約 1.5％ 

5%以下  各レンジ出力値に対して 

30 分 

電圧出力  

出力範囲 AC 1.0～1000V 

出力容量 
 

レンジ位置  容 量  定格負荷 

25V 約 0.375 VA  15mA

250V 約 3.75 VA  15mA

500V 約 7.5 VA  15mA

1000V 約 15 VA  15mA
 

出力安定度 25Vレンジ  ±0.1V

 250V/500V/1000Vレンジ  ±1V

歪み率 

オーバーシュート 

連続出力時間 

純抵抗負荷時  各レンジ約 1％ 

5％以下  各レンジ出力値に対して 

30 分 
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表示器    

表示器の種類 ＬＣＤ表示器 5ｘ7 ドット 16 桁 2 行   

表示項目 電圧表示 :試験設定・試験出力値   

 電流表示 :試験設定・試験出力値   

 位相角表示:試験設定角度   

 時間表示 :動作時間   

 表示器バックアップ時間 約 60 秒  電源投入後 60 秒経過より   
   
電圧表示   

計測方式 実効値検出の実効値表示方式   

計測仕様 
   

 

 

 

 

 

 

出力レンジ 表示範囲  分解能

GR 試験  －－－－  － 

25V 0.0～26.0V  以上 0.1V

250V 0～260 V  以上 1V

500V 0～520 V  以上 1V

1000V 0～1050V  以上 1V
 

 

表示精度 ±1.0％  rdg ±3dgt  (23℃±5℃ 65％RHにおいて) 

 精度保証範囲     25V レンジ 

  250Vレンジ 

  500Vレンジ 

1000Vレンジ 

2.5～25.0V 

20～  250V 

50～  500V 

100～1000V 

 

電流表示    

計測方式 実効値検出の実効値表示方式   

計測仕様 
 

出力レンジ  表示範囲  分解能 

0.5A（500mA）  0～550 mA  1mA 

2.5A（2500mA） 0～2750mA  1mA 

     

表示精度 

 精度保証範囲 

±1.0％  rdg ±3dgt    (23℃±5℃ 65％RHにおいて) 

0.5A(500mA)  レンジ 

2.5A(2500mA)レンジ 

10～  500mA 

50～2500mA 

位相表示  

表示範囲 進み+190°～遅れ‐190° 

分解能   1° 

表示精度 ±3°以内  (23℃±5℃ 65％RHにおいて) 

カウンタ 

 表示範囲 

分解能 

表示精度 

 

0‐99999ms 

1ms 

±10 ms rdg ±2dgt (23℃±5℃ 65％RHにおいて) 

トリップ  

 A/b(AUTO)  

 入力インピーダンス 約 15kΩ 

 検出電圧 約 DC140V  入力電源 AC100V時 

 検出電流 約 9.0mA 

 誤入力保護 AC200V  1 分間耐電圧 

 AC.DCV  

 入力インピーダンス 約 400Ω  DC75V 未満 

  約 15kΩ  DC75V 以上 

 入力範囲／有電圧検出／ 

無電圧検出／不確定領域 

 

入 力  入力範囲  有電圧検出 不確定領域  無電圧検出

AC  0～120V  40V以上  10～39V  9V 以下 

DC  0～150V  45V以上  10～44V  9V 以下 
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1.5.3 機能仕様 
 
ブザー   

電源投入時/電源遮断時 ピピッ 電源投入時及び停電検出による電源遮断時 

エラー発生時 ピ―ピ― エラー検出による出力保護機能動作時 

出力中切換操作時 ピッ 出力中に各スイッチ操作を行った時 

保護継電器動作時 ピピッ トリップ動作時 

接点確認時 ピ―― 接点が閉じている時、または有電圧検出時 

 
 

出力保護機能 
 

保護機能 表 示 検出レベル 動 作 

電流開放 [A．OPEN] 
電流出力の設定値に対して、実際の出力 

電流が 10％以下 

電流値表示点滅 

出力遮断 

過電流 [A．OVER] 2.5Aレンジにおける 2750mA以上の出力時
電流値、mA 表示点滅 

出力遮断 

過電圧 [V．OVER] 1000Vレンジにおける 1100V以上の出力時
電圧値表示点滅 

出力遮断 

電圧過負荷 [V．‐OL‐] 
電圧出力の設定値に対して、実際の出力 

電圧が 90％以下 

電圧値、V表示点滅 

出力遮断 

電圧逆電圧 [V．‐REV‐] 
電圧出力端子（コード）に対して、 

AC30V以上の外部からの電圧印加 

電圧、電流表示点滅 

出力遮断 

試験器異常 [TROUBLE] 試験器のハード異常 
電圧、電流、位相表示点滅 

出力遮断 

 
エラー発生時の詳細、及び対応につきましては、18 頁の 2.3 エラー表示を参照下さい。 
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1.5.4 電流出力特性 
 

本器の電流出力（1.5.2 参照）は、電流値及びレンジにより出力が可能な抵抗値が決まっています。 

この抵抗値より大きな抵抗に対して、本器では出力することができません。 

 

0.5A レンジ 

 
 

図 1 0.5A レンジ（0.25VA）の電流出力特性 

 
 2.5A レンジ 

 
 

図 2 2.5A レンジ（6.25VA）の電流出力特性 
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5208-000ST011 

 12

 
 
 
 
  



5208-000ST011 

 13

2.1 各部の基本機能 
 

電源入力 

 

 

 

 
 

 

接地端子 

アースコードを介して、筐体を接地へ接続します。 
 

 注意 

・ 本器を安全にご利用いただくため、必ず接地を接続し極性確認を行って

ください。 
 

極性確認ランプ 

接地端子をアースコードにより接地へ接続し、電源コードを接続したときにラン

プが点灯することを確認してください。 

・ 極性のある電源に接続しても極性確認ランプが点灯しない場合は、電源コー

ドプラグの差し込みを逆にしてランプの点灯を確認してください。 

・ 極性の無い電源を単独で使用する場合には、極性確認の必要はありません。
 

 注意 

・ 商用電源など、極性を持った電源を使用して補助電源から継電器へ電源

を供給する場合には、極性確認ランプにより、必ず電源極性が正しいこ

とを確認してください。 

・ 電源極性が正しく取られている場合に補助電源コードの P1 側は LINE

側、P2側は EARTH側の極性になります。 

電源極性を確認しないと、補助電源出力 P1，P2 の極性が逆になり、継

電器へ電源を供給したとき、P2 側が接地に接続されていると、電源が

完全な短絡状態となり大変危険です。 
 

電源入力コネクタ 

電源コードを接続し、本器に電源を供給します。AC100V±10V,50Hz/60Hz 
 
電源ヒューズ F3（2A） 

電源回路保護用ヒューズです。 
 
電源スイッチ 

本体の電源を ON／OFF するスイッチです。 

スイッチ ON の時、スイッチランプが点灯します 

補助電源出力スイッチ 

 

 

補助電源出力の用途（MAX 5A 以内でご使用ください） 

① 静止形継電器試験時の制御電源として使用する場合。 

② 継電器と CB（主遮断器）の連動試験を行う場合。 

③ 他の機器への電源として使用する場合。 
 
補助電源出力の使用手順 

電源スイッチ ON の状態で補助電源出力スイッチを「ON」にすると電圧が出力さ

れます。 
   

ＮＯＴＥ 

・ 弊社製の他試験器仕様とは、異なります。（左下図参照） 

・ AC100Vレンジは、電源入力コネクタに供給されている電圧が出力され、

5A のサーキットプロテクタにて過負荷に対する保護され、出力容量と

しては最大 500VA となります。 

・ 万が一、短絡（地絡）した場合には、補助電源コード（P2）の保護ヒュ

ーズ（10A）が瞬断することで内部回路が保護されます。 

・ 極性の有る電源で、逆極性接続により接地と短絡した場合、補助電源コ

ード P2側の保護ヒューズ（10A）が溶断し、内部回路が保護されます。
 

 注意 

・ 他の機器へ電源を供給する場合、補助電源出力スイッチが「OFF」であ

ることを確認してから接続してください。「ON」のまま作業を行うと感

電の危険性があります。 

   

 警告 

・ この出力の P1・P2より試験器電源を取り込むことは非常に危険です。絶

対に行なわないでください。このような使用方法により発生したいかな

る損害、損失、傷害等に関して、弊社は一切その責任を負いません。 
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使用電源切換スイッチ 

 

 

 

 
入力電源の喪失に伴うトリップ機能の選択を切換えます。 

 商用電源：通常はこちら側を使用してください。 

      入力電源の喪失時にトリップ動作を行いカウンタ・出力が停止します

     ※ 正弦波（インバータ）出力形の電源であれば、発電機・ポータブル 

電源等であっても商用電源側での使用をお薦めします 

発電機 ：入力電源の喪失に伴うトリップ機能を停止させます。 

波形歪みの大きな発電機を使用する場合に設定することで、多少の電

圧降下や瞬時停電が発生しても試験は継続されますが、トリップ動作

の一部機能が制限されます。 
 

ＮＯＴＥ 

・ 活線連動試験などで試験器の停電検知機能が必要な場合は、本スイッチを

「商用電源」側、Ｔトリップ／接点確認スイッチをＴトリップ側に設定して

ください。 
   

 
 

 注意 

発電機を使用される際には、安定した試験を行うために、正弦波形出力形

のインバータ発電機、もしくは、約 1.2kVA 以上の出力特性が安定した定

格容量に余裕のあるものを推奨します。 

出力周波数切換スイッチ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

メモ 

「使用電源切換スイッチ」 

「接点／電圧切換スイッチ」 

の使い方と利用方法 

 
 
 

 
出力周波数を切り換えます。 

本器からの電圧・電流出力は、補助電源（入力電源をそのまま出力）を除き、無歪

み正弦波・ゼロクロススタートによって行われます。 
 

■ 電源同期：電源から入力された電源波形に同期した出力を行います。 

      入力電源周波数を自動検知し、50Hz又は 60Hzを出力します。 

■ 50Hz  ：内蔵の発振器により、強制的に 50Hzを出力します。 

■ 60Hz  ：内蔵の発振器により、強制的に 60Hzを出力します。 

 

 

所内電源（自電源）を使用した活線連動試験を行う場合  

（１）電源切換スイッチを「商用電源」側にしてください。所内電源の停電に伴 

い、本器に供給される電源が喪失してトリップを検知します。 

「商用電源」側での電源喪失検出時間は、約 1／4サイクル（4～5mSEC）です。

 発電機等の別電源（他電源）で活線連動時間試験を行う場合  

（１）継電器から所内電源のコンセントが遠い場合には、やむを得ず発電機等を使

用した試験となりますが、動作検知はトリップコードから行うことになりま

すので、必ず下記の通りに接点/電圧切換スイッチを設定し、トリップコー

ドの接続を行ってください。 

    開閉器までの連動動作時間 ：「電圧」 P1‐P2の制御電源端子へ接続 

      継電器の動作電源は、所内電源（VT）から供給されます 

    継電器の単体動作時間   ：「接点」 a1‐ac 等の接点出力端子へ接続 

      継電器の動作電源は、本器の補助電源から供給します 

（２）インバータによる正弦波形出力形以外の「発電機」をご使用になられる場合

には、出力の波形を修正させるために原則として出力周波数切換スイッチを

「50Hz」「60Hz」いずれかでご使用ください。 

但し、一部の継電器では電圧入力（Vo‐E）と制御電源（補助電源；P1‐P2） 

間の周波数が同期していないと正しく動作をしませんので、この場合は、 

出力周波数切換スイッチを「電源同期」のレンジをご使用ください。 

（３）使用電源切換スイッチを「発電機」側にしますと、発電機への過負荷が原因

の瞬時停電や電圧降下による波形歪みが生じても電源喪失による検知を行わ

なくなり試験は継続されます。 

電源に 150mSEC（7～9サイクル）以上の停電が生じた場合に時間表示部分 

（ms/s）に「STOP」が表示され、本器の機能は停止してしまいます。 

繰り返し「STOP」表示が発生する場合は、電源に 7～9サイクル以上に相当 

する波形欠落が頻発していることになりますので、試験用の電源として不

適切であることから、別の電源をご使用ください。 

NOTE 
・ 周波数の不安定な発電機や非常用電源を使用する場合に有効です。 

また、試験対象の継電器と異なる周波数の電源をご使用される場合でも、 

本スイッチを切換えることにより試験が可能になります。 

※  補助電源（P1・P2）出力は、入力電源周波数がそのまま出力されます 

・ 継電器への制御電源（P1‐P2）と試験出力（Kt‐Lt と Vo‐E）の周波数が異なると、 

試験結果に大きな影響を与えてしまいますのでご注意ください。 
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接点／電圧切換スイッチ 
 

 

 

 

 
試験対象物のトリップ信号に合わせて「接点」又は「電圧」に切り換えます。 

 

■ 接点 ：継電器や遮断装置が無電圧による開閉動作の場合には、接点信号と

して検知します。 

 a（Make）/b（Break）をスタート時からの状態変化で自動検出します 

 検出の為に DC140V が出力されます 

■ 電圧 ：継電器のトリップ出力が有電圧接点である場合や、VTからの制御電

源及び下位の電路（AC:120V DC：150V  以内）の電圧発生又は、電

圧消失への状態変化で自動検知します。 

トリップ／接点確認切換スイッチ 

 

 

 
トリップ信号を検知した際の本器の動作を選択します。 

 

■ トリップ ：時間計測試験を行う場合に使用します。 

 電源切換スイッチを商用電源側に設定しないと停電検知は出来ません。 

 CD 表示器のカウンタ表示が有効になります。 

 検知時に電圧・電流の出力が終了し、カウンタも停止します。 

 ブザーは、「ピピッ」と一瞬だけ鳴動します。 

■ 接点確認 ：電圧・電流・位相角の動作範囲を求める試験に使用します。 

 カウンタは無効となり、時間計測はできません。 

 検知時に出力が継続され、ブザーは「ピー」と鳴り続けます。 
 

総合端子コネクタ 
 

 

 
総総合端子コードを接続します。 

 電圧出力（Vo・E） 

電圧要素の出力を行います。絶対に短絡をさせないでください。 

 電流出力（Kt・Lt） 

電流要素の出力を行います。ループが成立した短絡状態でご使用ください。

 トリップ信号入力（TRIP・TRIP） 

接点及び電圧のトリップ信号を検知します。極性はありません。 

 補助電源出力（P1・P2） 

被試験物の制御電源等の供給に使用します。 

 

PASや UGS等の SOG 開閉器の制御部に用いられる端子に対して各要素を統合させた

コードを接続させる仕様となります。 

電圧レンジ切換スイッチ 

／電圧設定調整ツマミ（灰） 
 

 
 

 

下段：電圧レンジ切換スイッチにより、出力電圧レンジを切り換えます。 

下段：電圧設定調整ツマミで出力電圧を調整します。 

 

GR（無方向の地絡継電器）試験時では、電圧を出力させる必要が無いので、 

電圧レンジ切換スイッチを OFF に設定してください。 

 
 

ＮＯＴＥ 

・ 出力中に電圧レンジ切換スイッチを切り換えると、出力が停止されて 

試験が中断されます。 
 

電流レンジ切換スイッチ 

／電流設定調整ツマミ（灰） 
 

 
 

 

下段：電流レンジ切換スイッチにより、出力電流レンジを切り換えます。 

上段：電流設定調整ツマミで出力電流を調整します。 

 

ＮＯＴＥ 

・ 出力中に電流レンジ切換スイッチを切り換えると、出力が停止されて 

試験が中断されます。 

・ 電流出力コードの先端が、オープン（開放）の状態で出力を行おうとす

ると「A.OPEN」のエラーが発生します。 
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位相設定調整ツマミ 

 

 
 

 

試験中の電圧出力に対する電流出力の位相角の調整・設定を行います。 

 

 右に回すと：遅れ方向 

 左に回すと：進み方向 

 

ＮＯＴＥ 

・ 電圧レンジ切換スイッチが、｢GR試験（電圧 OFF）｣に設定されている

場合は、位相角の操作は行えません。 
 

設定スイッチ 
 

  

 

 設定機能を利用すると、試験対象物に通電させることなく試験電圧・電流値の設

定を行うことが可能です。 

 設定スイッチを押すと、スイッチが点灯して出力設定状態となります。 

 この設定状態中は、継電器に電圧・電流を印加することなくディスプレイ(ＬＣ

Ｄ表示器)上で出力値を設定調整できます。 

 設定モード中は、スタート／ストップスイッチが点滅状態となりますが、この

状態からスタート／ストップスイッチを押すと、設定モードを解除して、設定

された出力による試験を開始することも可能です。 

慣性スイッチ 
 

  

 

➀ 慣性特性試験とは？ 

劣化した地絡継電器では、公称動作時間（主に 200msec）に満たないノイズ等

の短時間の入力があった際に、慣性で誤動作してしまう症状が発生します。 

慣性特性試験では、十分な動作域となる電圧・電流・位相の条件を設定した上

で 50msecという短時間の出力を行い、継電器が動作しないことの確認を行い

ます。 

② 慣性特性試験設定 

慣性スイッチを押すと、スイッチが点灯して慣性特性試験モードに切り替わり

ます。 

慣性試験モード中にスタート／ストップスイッチを押すと、予め設定された電

圧・電流・位相値を 50msec の間出力した後、遮断されます。 

視覚的に、数秒間に亘る表示を行いますが、実際の出力は 50msecです。 

慣性特性試験モード中は、設定スイッチが点灯状態、スタート／ストップス

イッチが点滅状態となります。 

③ 合否判定 

慣性特性試験終了時のスイッチの点灯状態により慣性特性試験の合否判定を行

ないます。 

点灯：合格(継電器は不動作状態を維持) 

点滅：不合格(継電器が動作してしまった) 

スタート／ストップスイッチ 
 

 

 スタート／ストップスイッチを押すとスイッチが点灯し、出力及び時間計測を

開始します。出力を停止させたい時は、再度スタート／ストップスイッチを押

します。（スイッチ消灯） 

 設定モードでは、スイッチが点滅状態となります。 

コントラストツマミ 

 

 

 

ＬＣＤ表示器の表示濃度を調整します。 

 

 右に回すと、濃くなります。 

 左に回すと、淡くなります。 

 

調整には、マイナスドライバーをご使用ください。 
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2.2 表示内容の説明 
 
ＮＯＴＥ： ＬＣＤ表示器に表示される内容を説明します。 

以下、表左側に実際の画面表示、表右側に内容説明を記載しております。 
 

イニシャル／待機表示 
 

 
 

電源投入時に表示されるイニシャル画面です。 

 

ソフトウェアのバージョン情報と本器の型式が表示されます。 

 

 
 

ＧＲ試験待機中の画面です。 

 

電圧設定、位相設定が無効となり“‐‐‐‐”表示となります。 

 

  

ＤＧＲ試験待機中の画面です。 

 

全ての要素が“０”表示となります。 

トリップ表示 
 

  

トリップ検出時の画面です。 

 

トリップ検出によりカウンタおよび出力が停止したときには 

“Ｔ”マークが表示されます。 

 

  

タイムアップ時の画面表示です。 

 

動作時間試験時に 99999ms 経過してもトリップが検出されない場 

合は、カウンタが“ＯＶＥＲ”表示となり出力が停止します。 

 

  

接点確認時の画面表示です。 

 

カウンタが無効となり、“‐‐‐‐”表示となります。 

 

  

接点確認時にトリップ検出をした場合の画面です。 

 

出力は停止されず、カウンタには“ＴＲＩＰ”が表示されます。 

設定／慣性表示 
 

   

出力設定時の画面表示です。 
 

待機中に設定スイッチ、または慣性スイッチを押すと、設定状態と

なり出力の設定が行なえます。設定中はカウンタ部に“ＳＥＴ”が

表示されます。 
 

   

慣性特性試験中の画面です。 

 

慣性モードにて試験中、カウンタは“５０ms”表示となります。 

 

 

   

慣性特性試験合格判定時の画面表示です。 

 

慣性特性試験の試験結果が合格の場合、“ＯＫ”を表示します。 

“ＯＫ”は約 2 秒間表示されます。 

 

   

慣性特性試験不合格判定時の画面表示です。 

 

慣性特性試験の試験結果が不合格の場合、“ＮＧ”を表示します。

“ＮＧ”は約 2 秒間表示されます。 
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2.3 エラー表示 
 

本器は、内部回路の保護や結線状態のミスなどを操作者に示すためのエラー機能を搭載しております。 

エラー内容は、カウンタ表示部に表示されます。エラーの表示とその内容については下表をご覧ください。 
 

エラー表示  エラーの意味と対処方法 
 

 

一般的な PAS（柱上気中開閉器）では、開閉器本体

と制御装置間を VSF ケーブル 0.75mm□の 10m 以内

で設置されますが、特殊な事情で両者の距離が離れ

た場合には、電流出力の回路抵抗が増加します。 

この様な場合には、予め断面積の大きなケーブルに

よる敷設を行うか、配線距離を短くする設計によ

り、配線インピーダンスを下げてください。 

 

[A.OPEN]：電流出力の設定値に対して、実際の出力電流が 10％

以下しか満たせない。 

 電流出力（Kt‐Lt）回路が開路（オープン）状態となり、電

流を流せない。 

① 電流保護ヒューズ（Ｆ２）の溶断及び、総合端子コードが

断線していないか確認してください。 

② 総合端子コネクタ・先端クリップ（Kt‐Lt）の接続状態を確

認してください。 

 被試験回路の導体抵抗が高く、試験電流が減少する。 

③ 被試験回路側の電流端子（Kt‐Lt）間の導通抵抗を確認して

ください。 

※  試験可能となるインピーダンスは、出力電流によって変化

します。 

詳細は４章  付録の「4.3 トラブルシューティング」「4.4 電流

出力特性」「4.5 VSF ケーブルの導体抵抗特性」をご参照くださ

い。 
 

[A.OVER]：2.5A レンジにおける 2750mA 以上の出力を検知 

① 電流調整設定ツマミを回し、電流値を調整してください。

※  2.5A を超える電流出力は、器では対応できません 

上位機種である「GCR‐miniVS」又は「RDF‐5A」をご使用

ください 
 

[V.OVER]：1000Vレンジにおける 1100V以上の出力を検知。 

① 電圧設定調整ツマミを回し、電圧値を調整してください。

※  1000Vを越える電圧出力は、本器では対応できません

 

 
 

[V.－OL－]：電圧出力の設定値に対して、実際の出力電流が 90％

以下しか満たせない。 

 電圧出力（Vo‐E）間の回路抵抗が低く通電状態となり、 

端子間の電圧を維持できない。開路（オープン）状態で電

流を流せない。 

もしくは、導体抵抗が高いために、電流出力回路が開路（オ

ープン）状態で電流を流せない。 

もしくは、導体抵抗が高く、本器の定格容量をオーバー 

してしまい試験電流が減少する。 

電圧出力の容量オーバーです。 

① 被試験物の入力インピーダンスをご確認ください。 

② 電圧保護ヒューズ（Ｆ１）が溶断していないか確認してくだ

さい。 
 

[V.－REV－]：電圧要素に外部からの電圧が印加されています。

① 電圧要素の接続先を確認してください。 
 

 
[TROUBLE]：試験器に異常が発生しております。 

① 本器の電源を再投入してください。それでもエラーが解消 

されない場合は弊社各営業所へご連絡ください。 

 

ＮＯＴＥ 

・ エラー検出した際には電圧、電流表示がそれぞれ 0V、0mA程度の表示を行なった後、設定値表示へ切替ります。

・ エラーの表示に伴い、全ての出力は緊急停止されます。 

エラー要因を解消した後、スタート/ストップスイッチを押して試験を再開してください。 
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第３章 
 

試験手順 
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3.1 試験を始める前に 
 
以下の手順で作業を進めてください｡ 

 

 

対象設備の準備 

 

本書では､基本的に受電設備に敷設･接地された試験対象物を停電状態にした上で､発電機･インバータ

電源等の｢他電源｣における試験を中心に記載させていただきます｡ 

尚､動作時間試験につきましては､商用電源を用いて CB･開閉器の連動させる｢自電源（自己電源）｣によ

る試験手順を併記させていただきます｡ 
 

手 順 操 作 

1  負荷側に近い方から順に開放します｡ 

･遮断器（CB）を遮断し､負荷側を開放します｡ 
･断路器（DS）を開いて､負荷側を開放します｡ 

警告
 

・ フック棒の操作時は､電気用ゴム手袋を着用してください｡ 
 

2  高圧検電器で､高圧母線が無電圧になっていることを確認します｡ 

3  高圧電路の負荷側の 3 線を､短絡接地器具（弊社製品:短絡ｱｰｽ｢SE‐1｣等）を用いて､確実に相

間を短絡した上で､接地回路へ接続してください｡ 
 

警告
 

・ 短絡接地器具は､作業中の誤送電による危険を防止する安全器具です｡ 

感電事故を未然に防ぐために､労働安全衛生規則によって作業中の接続が

義務付けられております｡ 
 

4  継電器単体の試験（開閉器を開放させない方法）を行う場合には､ 

①  開閉器が誤動作しないように､Va 及び Vcを外します｡ 

※  自己診断機能が搭載されている SOG の場合には､開閉器内トリップコイルの 

断線確認を行っておりますので､Va･Vcを外すと警報が出力します｡ 

② VTからの逆送電を防ぐために､P1及び P2を外します｡ 

※  VTの二次側へ､試験器からの補助電源（AC100V）が供給されることで､ 

VTの一次側に高電圧が発生し､大変危険です｡ 
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3.2 本器の標準設定 
 

 

本器の準備 

  

手 順 操 作 

1  アースコードを本器の接地端子に接続し､クリップ側を接地へ接続します｡ 

2  各種ランプを下表の標準状態とします｡ 

3  電源コードを本器の電源コネクタへ接続し､プラグを AC100Vコンセントへ挿し込みます｡ 

4 
 
 
 
 
 
 

極性確認ランプが点灯していることを確認します｡ 
 

警告
 

・ 極性確認ランプが消灯している場合は､プラグの挿し込みを逆にして再

度確認してください｡ 

・ 携帯用発電機など､極性のない電源の場合には､極性ランプが挿し込みを

逆にしても点灯状態や点灯しないことがあります｡ 
 

   

各ランプ及びツマミを以下の様に設定してください｡ 
 

標準状態 名 称 位 置 

④ 補助電源出力ランプ OFF 

⑤ 慣性ランプ 消灯 

⑥ 電源切換ランプ       商用電源  ※1

⑦ 周波数切換ランプ       電源同期  ※2

⑬ 接点/電圧切換ランプ 接点 
⑭ トリップ/接点確認切換ランプ トリップ 
⑯ 電源ランプ         OFF（消灯）

⑰ スタート/ストップランプ         OFF（消灯）

⑱ 設定ランプ 消灯 
⑲ 位相設定調整ツマミ         中央（0°）

⑳ 電流レンジ切換ランプ           GR試験（左一杯） 

㉑ 電流設定調整ツマミ（灰）           0位置（左一杯）

㉒ 電圧レンジ切換ランプ           0.5A（左一杯）

㉓ 電圧設定調整ツマミ           0位置（左一杯）

 ランプ･ツマミ類が定位置になっていないと､不用意に電源を供給した際に出力コードから電圧が発生

する場合があります｡本器や試験対象の設備の損傷や感電事故につながる危険性もありますので､十分

にご注意ください｡ 

 

※1  電源切換ランプ 

 一般的な商用電源を用いる自電源試験や､他電源であっても｢正弦波インバータ｣式の｢発電機｣や

｢ポータブル電源｣の場合は､｢商用電源｣でご使用することをお薦めします｡ 

 やむを得ず電源波形の悪い発電機を使用する場合は､電源切換ランプを｢発電機｣側にしてご使用

ください｡ 

試験中に大きな歪みや電圧降下が生じてしまうと､停電によるトリップ動作と誤検知してしまい

試験が中断してしまう可能性がありますが､電源切換ランプを｢発電機｣側に設定することで､電

圧消失による停電検知機能が無効化され安定した動作試験が可能となりますが､LCD 画面の右下

にある時間計測カウンタ部分の表示｢‐‐‐‐｣となり時間計測が出来なくなります｡ 
 

※2  周波数切換ランプ 

 通常は､ランプ中立の｢電源同期｣を使用して試験を行ってください｡ 

特に自電源による動作時間試験を行う際に､従来の試験器や本器の 50/60Hz をご使用された場合

には､最大で 1/50（1/60）以内のバラつきが毎回生じることとなりますが､｢電源同期｣に設定する

ことにより設備側に通電されている電源とシンクロしたタイミングのスタート動作を行い､無歪

みの電圧･電流出力がゼロクロス･スタート方式で出力されるので､試験時の精度が向上します｡ 

 50Hz 又は 60Hz を選択することで､周波数の不安定な発電機や非常用電源をであっても指定した

周波数が無歪みで出力されることにより､安定した動作試験が可能となります｡ 

※  この場合は､電源に同期はされません｡ 

 ｢補助電源出力｣から出力されるAC.100Vは､電源から入力された電圧･周波数･波形等は､そのまま

の状態で出力されます｡ 

この補助電源を継電器の制御電源として使用する場合に､50Hz 又は 60Hz の設定を異なる周波数

にすると､試験結果が大きく異なりますので､ご注意ください｡ 
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3.3 試験用電源について 
 

試験用電源の仕様 

 

 

 

本器の使用電源は､AC100V 1φ 50Hz/60Hz を最大で 200VA を要します｡ 

電源電圧は､  AC 90V~110V の電圧範囲でご使用ください｡ 

他電源試験には､本器の補助電源出力を継電器の制御電源として使用し

ますが､5Aの NFB で制御されているため最大で 500VA を要します｡ 

試験用の電圧･電流出力は安定化電源を介して､無歪み正弦波に返還さ

れますが､補助電源出力は､入力された電源がそのまま出力されます｡ 

以下の[電源に関するご注意]を確認して､ご使用ください｡ 

電源に関するご注意 

（共通） 

次の項目を確認してください｡ 
 

項目  確  認  事  項 

1 

電源に使用する電路のブレーカーは､定格電流 7A 以上を推奨します｡ 

 本器の消費電力は最大約 200VA（=100V×2A）ですが､補助電源出力（5A）

を含めると､合計で約 700VA（=100V×2A）となります｡ 

補助電源出力を用いない自電源試験では 200VA 以上の電源であれば十

分担えますので､ご使用状況に応じてご選択ください｡ 

2  電源コードは付属の電源プラグコードを使用してください｡ 

3 
試験器の入力電源電圧が  AC 90V~110V の電圧範囲であることを確認して

ください｡ 

4 

電源コードに平行ビニールコードのテーブルタップを接続して延長する

時は､電線太さは 2.0 ㎜□以上･長さ 30m 以内で､束ねず･巻かずに使用して

ください｡ 

電工ﾄﾞﾗﾑを接続して延長する時､電線太さは 2.0 ㎜□以上･長さ 30m 以内の

ﾄﾞﾗﾑを全て引き出して使用してください｡ 

 電線が細く､長い場合には電圧降下により､試験ができない場合が 

あります｡ 
 

商用電源に関するご注意 
（活線連動時の試験を含む） 

 

項目  確  認  事  項 

1 
主電源ランプを投入（ON）する前に､検電器または極性確認ランプで､入力

電源の極性を確認してください｡ 

2 

本器の電源を､VT内蔵開閉器の P1･P2から取らないでください｡ 

   開閉器に内蔵されている一般的な VTの定格は 20～40VA 程度なので､ 

本器の電源（補助電源なしで最大 200VA 程度）として使用した場合には､

ほぼ確実に設備側の VTが焼損に至ります｡ 

3 

電源の電圧確認を行い､絶対に 200Vには接続しないでください｡ 

   特に P1･P2（補助電源コード）からの入力を試みた場合での修理依頼が

多く見受けられますが､致命的な故障に至ります｡ 

4 

電源に漏電遮断機能（ELB）が備え付けられている場合には､試験器の補助

電源ｱｰｽ側を接地すると､ELB が動作して停電に至る場合がありますので､

電源コードを接続する前に必ず確認してください｡ 

 ブレーカーの電源側（一次側）から電源を取り込むことで､ELB を 

動作させずに試験を行うことができます｡ 
 

発電機電源･ 

ポータブル電源 

に関するご注意 

項目  確  認  事  項 

1 
発電機を選定する時は､正弦波インバータを搭載した電圧変動･周波数変

動が小さく波形歪みの少ない性能のものを用いてください｡ 

2 

発電機の周波数は､試験を行う地域の周波数に合わせてください｡ 

 試験用の電圧･電流出力と継電器の制御（補助）電源の周波数が異なる

と､正しい試験結果が得られません｡ 

3 

携帯型発電機を電源に用いる場合は､電源の極性確認は必要ありません｡ 

 一台の電源に複数の試験器や負荷を接続してしまうと最初に接続し

た機器にあわせて極性が確定してしまい､2 台目以降の接続時に逆接

となる可能性があり大変危険な状態となるのでおやめください｡ 

 大型発電機や設置型の非常用発電機では､接地されている場合があ

りますので､商用電源と同様に必ず極性確認を行ってください｡ 
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3.4 地絡方向継電器試験 
 

地絡方向継電器（Directional Ground Relay）は､電路におけるケーブル･電気設備の漏電事故を検知します｡ 

後述する無方向の地絡継電器（Over Current Ground Relay）の上位として使用され､近隣の事業所で発生した事

故との相互干渉による波及事故を防止する為に電圧･電流の二要素を検出し､両者の位相によって判別を行

います｡ 

普通高圧の受電設備であれば､PAS（柱上気中開閉器）や UGS（地中ガス開閉器）に代表される SOG開閉器に

内蔵される継電器が主流となっていることから､本章ではこれらの試験手順を紹介します｡ 

本来であれば､電流の検出には｢零相変流器（Zero Phase Current Transformer）｣､電圧の検出に普通高圧用であ

れば｢零相基準入力装置（Zero Phase VoLtage Detector）｣を介して継電器へ入力されますが､これらの開閉器の

場合には､SOG 制御部に全ての端子が集約されているので､本器では標準付属となる集合端子コードを使用

し､簡便に試験を行うことが可能です｡ 

本器では､JIS C4609（高圧受電用地絡方向継電装置）に規定される 3.4.2  動作電流値試験､3.4.3  動作電圧値試

験､3.4.4  位相特性試験､3.4.5  動作時間試験､3.4.6  慣性特性試験を行うことができます｡ 

 

3.4.5  動作時間試験は､試験時に使用する電源やトリップ検出の方法によって､試験結果（動作時間）が異な

ります｡ 

･継電器部分のみが動作する時間を求める継電器の単体試験 

① 他電源において､継電器（制御部）のトリップ信号が無電圧接点の出力端子からの検出 

② 他電源において､継電器（制御部）のトリップ接点が電圧引き外しで Va‐Vc からの検出 
 

･継電器からの信号で開閉器動作までの遮断器連動時間 

③ 自電源において､停電（本器の AC電源の供給停止）による検出 

◈ 本器の電源は､設備内のコンセントから取り込んでください 

◈ 制御電源（P1･P2）内蔵 VT の容量は 20~40VA程度の為､本器の負担（MAX.200VA）に耐えられず

VT 巻線が焼損してしまいます｡ 

④ 設備は自電源（商用電源）で行うが､試験器のみ他電源を使用して､継電器（制御部）の制御電源 

（P1･P2）からの電圧消失による検出 

⑤ 遮断器（開閉器本体）の開放による無電圧 B（Break）接点の検出 

◈ SOG 開閉器では､開閉器本体が露出していないことから､一般的にこの方法は使用しません｡ 

◈ 他電源で行う場合に補助電源の容量が開閉器の動作条件に満たないと遮断動作が成立しません｡ 
 

その他の試験は､基本的に電流･電圧･位相等の範囲を求めるものなので､どの方法で行っても試験結果に違

いはありません｡（慣性特性試験は､｢不動作であること｣の確認なので継電器は動作しません） 
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3.4.1a 試験準備-配線（SOG 制御部の場合） 
 
  PAS･UGS 等の区分開閉器 SOG制御部に組み込まれている地絡方向継電器の試験を行います｡ 

  試験準備後は､｢3.3.2 地絡方向継電器の動作電流値試験｣へおすすみください｡ 

【試験可能条件】 

 通常の施工（PAS の場合は制御線の長さが 10m以内）が行われた SOG化制御部内 ZPD タイプの DGR 

 制御装置が構内一号柱以外のキュービクル等に設置されている場合には､延長された制御線の亘長に

比例して導体抵抗が増えることにより､本器では試験が行えない可能性があります｡ 

※ 太い制御線を用いて試験回路の抵抗を減少させるか､上位の大容量試験器をご使用ください｡ 

 SO（Storage Over Current  過電流蓄勢トリップ）要素の試験は､本器の対象外となります｡ 

 
各ランプ及びツマミを標準状態とし､総合端子コードを接続してください｡ 

 

 

SOG 開閉器 

制御部への接続 

手  順  操  作 

1  試験器から制御電源を供給する場合には､制御部側の P1･P2端子の既設配線を外します｡ 

2  制御部端子に総合端子コードを接続します｡ 

P1端子  赤クリップ  （P1） 

P2端子  黒クリップ  （P2） 

トリップ信号端子    黄クリップ    （TRIP） 

トリップ信号端子    黄クリップ    （TRIP） 

Kt端子  青クリップ    （Kt） 

Lt端子  白クリップ    （Lt） 

3  ZPDに総合端子コードを接続します｡ 

ZPDの U,V,W端子のいずれか 1つもしくは 

継電器の T（Vo）端子 
赤クリップ  （Vo） 

ZPDの接地端子  白クリップ  （E） 

  ※1  基本的には､U,V,Wの三相分を短絡させて試験を行ってください｡ 

      一相のみで試験を行う場合の Vo値は､設定された値の 3倍の電圧値となります｡ 
 

 

コネクタの接続  試験コード  コネクタの名称 

総合端子コード  総合端子コネクタ 

     

 
 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､ 

設備の一次側へ高電圧が発生し､大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

・ 継電器の Z1,Z2 端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 

・ 継電器の Y1,Y2 端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 
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結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地絡方向継電器試験の結線 

 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

 

 

 

 

 

NOTE 
・ ZCT の Kt,Lt 端子と継電器との距離が 1m 以上離れている場合は､電流コードの延長用コードを

別途ご用意し､ご使用ください｡ 
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3.4.1b 試験準備-配線（受電盤設置の継電器の場合） 
 

キュービクル等へ設置されている地絡方向継電器の試験を行います｡ 

試験準備後は､｢3.3.2 地絡方向継電器の動作電流値試験｣へおすすみください｡ 

  ※ PAS･UGS 等の区分開閉器 SOG制御部に組み込まれている地絡方向継電器の試験準備（接続）は､ 

｢3.4.1a試験準備（SOG制御部の場合）｣へお戻りください｡ 
 

各ランプ及びツマミを標準状態とし､総合端子コードを接続してください｡ 

 

 

継電器/ZCT/ZPD 

の接続 

手  順  操  作 

1  継電器裏面の P1･P2端子の接続を外します｡ 

2  継電器裏面の a･c端子の接続を外します｡ 

3  継電器と ZCT に総合端子コードを接続します｡ 

継電器の P1端子  赤クリップ  （P1） 

継電器の P2端子  黒クリップ  （P2） 

継電器の a 端子    黄クリップ    （TRIP） 

継電器の c端子    黄クリップ    （TRIP） 

ZCTの Kt端子  青クリップ    （Kt） 

ZCTの Lt端子  白クリップ    （Lt） 

4  ZPDのパワーヒューズを抜くか､DS を開放します｡ 

5  ZPDに総合端子コードを接続します｡ 

ZPDの U･V･W 端子は三相短絡させて､ 

継電器の T（Vo）端子 
赤クリップ  （Vo） 

ZPDの接地端子  白クリップ  （E） 

  ※1  基本的には､U･V･Wの三相分を短絡させて試験を行ってください｡ 

      一相のみで試験を行う場合の Vo値は､設定された値の 3倍の電圧値となります｡ 

 

警告
 

・ P1･P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側で 

高電圧が発生し､大変危険です｡ 

必ず P1･P2端子の既設配線を外してから､補助電源コードを接続して下さい｡ 

・ 継電器の Z1･Z2端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 

・ 継電器の Y1･Y2端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 
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結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地絡方向継電器試験の結線 

 

警告
 

・ P1･P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1･P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

 

 

 

 

 

NOTE 
・ ZCT の Kt･Lt 端子と継電器との距離が 1m 以上離れている場合は､電流コードの延長用コードを

別途ご用意し､ご使用ください｡ 
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【重要】 

 接地コンデンサから直接入力さ

せる場合は、三相を短絡させる 

 Ｔ（テスト）端子は、予め相間短

絡されているため作業は不要 
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3.4.2 地絡方向継電器の動作電流値試験 
 

 

継電器の確認 

 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値､電圧値および最高感度角を確認します｡ 

前回データで最高感度角が既知であれば､その角度に設定します｡ 

最高感度角が不明や新設の場合は､位相角は 0 ﾟで試験をします｡ 

   

 

継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器が動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子に正しく供給されていることを確認します｡） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢接点確認｣側にします｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値に適したレンジに切り換えます｡ 

8  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値の 150%（試験電圧値）に適した電圧レンジに

切り換えます｡ 

9  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

10  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

11  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を継電器の最高感度角に合わせます｡ 

12  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

13  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

14  電流設定調整ツマミを時計方向にゆっくりと回し､継電器が動作する電流値を表示部の出

力電流値より読み取ります｡この値が継電器の動作電流値です｡継電器が動作すると､本器

のブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

15  スタート/ストップランプを押します｡（スタートランプ:消灯） 

16  電流/電圧/位相設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

17  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

18  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

19  継電器を復帰します｡ 

   

        JIS C4609 では試験電圧値は整定電圧値に対して 150%です｡   

 

NOTE 

・ ZPDの一次側の一相に試験電圧を印加する場合は､この試験電圧値が本器の最大出力電圧

を超えていないことを確認してください｡超えている時は､試験電圧を整定タップ電圧値

の 130%で試験するか､もしくは ZPDの一次側を三相一括にします｡この場合の試験電圧

は､一相に試験電圧を印加するときの 1/3 が試験電圧となります｡ 

・ 継電器が動作すると本器のブザーが鳴ります｡この状態で一度ブザーが鳴り止むまで電

流を下降させてから再度､ブザーが鳴るまで電流をゆっくり上昇させると正確に動作電

流値を求めることができます｡ 

・ 継電器の T端子‐E端子間に電圧を印加する場合､継電器固有の動作電圧に設定されてい

る場合がありますので､継電器のカタログより印加電圧を確認してください｡     

   

 

 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD 表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 
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3.4.3 地絡方向継電器の動作電圧値試験 
 

 

継電器の確認 

   

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値､電圧値および最高感度角を確認します｡ 

前回データで最高感度角が既知であれば､その角度に設定します｡ 

最高感度角が不明や新設の場合は､位相角は 0 ﾟで試験をします｡ 

   

 

継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

5  トリップ/接点確認切換ランプを｢接点確認｣側にします｡ 

6  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値に適したレンジに切り換えます｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 150%（試験電流値）に適した電流レンジに

切り換えます｡ 

8  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

9  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

10  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を継電器の最高感度角に合わせます｡ 

11  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

12  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

13  電圧設定調整ツマミを時計方向にゆっくりと回し､継電器が動作する電圧値を表示部の出

力電圧値より読み取ります｡この値が継電器の動作電圧値です｡継電器が動作すると､本器

のブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

14  スタート/ストップランプを押します｡（ランプ:消灯） 

15  電流/電圧/位相設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

16  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

17  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

18  継電器を復帰します｡ 

   

        JIS C4609 では試験電流値は整定電流値に対して 150%です｡   

 

NOTE 

・ 継電器が動作すると本器のブザーが鳴ります｡この状態で一度ブザーが鳴り止むまで電

圧を下降させてから再度､内蔵ブザーが鳴るまで電圧をゆっくり上昇させると正確に動

作電圧値を求めることができます｡     
 

 
 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 
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3.4.4 地絡方向継電器の動作時間試験 
 

 

継電器の確認 

   

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値､電圧値および最高感度角を確認します｡ 

前回データで最高感度角が既知であれば､その角度に設定します｡ 

最高感度角が不明や新設の場合は､位相角は 0 ﾟで試験をします｡ 

   

 

継電器の試験 

   

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

5  トリップ/接点確認切換ランプを｢トリップ｣側にします｡ 

6  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値の 150%（試験電圧値）に適した電圧レンジに

切り換えます｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 130%（試験電流値）に適した電流レンジに

切り換えます｡ 

8  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

9  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

10  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

11  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を継電器の最高感度角に合わせます｡ 

12  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

13  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

14  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が継電器の動作時間です｡ 

15  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

16  継電器を復帰します｡ 

17  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 400%（試験電流値）に適した電流レンジに

切り換えます｡ 

18  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

19  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

20  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

21  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

22  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が継電器の動作時間です｡ 

23  電流/電圧/位相設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

24  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

25  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

26  継電器を復帰します｡ 
 

          JIS C4609 では試験電流値は整定電流値に対して 130%と 400%です｡   

          JIS C4609 では試験電圧値は整定電圧値に対して 150%です｡ 
 

NOTE 

・ ZPDの一次側の一相に試験電圧を印加する場合は､この試験電圧値が本器の最大出力電

圧を超えていないことを確認してください｡超えている時は､試験電圧を整定タップ電

圧値の 130%で試験するか､もしくは ZPDの一次側を三相一括にします｡この場合の試験

電圧は､一相に試験電圧を印加するときの 1/3が試験電圧となります｡ 
   

 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 
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3.3.5 地絡方向継電器の慣性特性試験 
 

 

継電器の確認 
 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値､電圧値および最高感度角を確認します｡ 

前回データで最高感度角が既知であれば､その角度に設定します｡ 

最高感度角が不明や新設の場合は､位相角は 0 ﾟで試験をします｡ 
   

 

継電器の試験 
 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  慣性ランプを押して慣性モードに切り換えます｡ 

（慣性ランプ:点灯､設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値の 150%（試験電圧値）に適した電圧レンジに

切り換えます｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 400%（試験電流値）に適した電流レンジに

切り換えます｡ 

8  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

9  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます。

10  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を継電器の最高感度角に合わせます｡ 

11  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

12  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

13  試験時間 50ms のみ出力してから出力を停止します｡（スタートランプ:消灯） 

14  継電器が動作していないことを確認します｡（表示部の｢OK｣） 

15  慣性ランプを押します｡（慣性ランプ:消灯） 

16  電流/電圧/位相設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

17  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

18  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 
 

          JIS C4609 では試験電流値は整定電流値に対して 400%です｡   

          JIS C4609 では試験電圧値は整定電圧値に対して 150%です｡ 
 

NOTE 

・ ZPDの一次側の一相に試験電圧を印加する場合は､この試験電圧値が本器の最大出力電

圧を超えていないことを確認してください｡超えている時は､試験電圧を整定タップ電

圧値の 130%で試験するか､もしくは ZPDの一次側を三相一括にします｡この場合の試験

電圧は､一相に試験電圧を印加するときの 1/3が試験電圧となります｡ 
     

 

NOTE 

・ 慣性特性試験の合否判定は､50ms 経過後の継電器の動作および表示部の OK/NG 表示で行います｡ 
 

表示部  継電器  合否判定 

OK  不動作  合  格 

NG  動  作  不合格 
 

・ 表示部の OK/NG は､約 2秒間表示します｡ 

・ OK表示された後､継電器が遅れて動作した場合に備え､継電器の接点状態を約 2秒間監視します｡ 

監視中に継電器が動作した場合は不合格判定となり､表示部が OK表示から NG 表示へ切替ります｡ 
 

 

NOTE 

・ 慣性ランプを押すとランプが点灯し､慣性特性試験モードへ切換り､ランプが点灯している状態でスタ

ート/ストップランプを押すと慣性特性試験を開始します｡ 

・ 慣性特性試験終了時の慣性ランプの点灯状態により慣性特性試験の合否判定を行ないます｡ 

点灯:合格    点滅:不合格 
 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 
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3.4.6 地絡方向継電器の位相特性試験 
 

 

継電器の確認 
 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値､電圧値および最高感度角を確認します｡ 

前回データで最高感度角が既知であれば､その角度に設定します｡ 

最高感度角が不明や新設の場合は､位相角は 0 ﾟで試験をします｡ 
   

 

継電器の試験 
 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器が動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子に正しく供給されていることを確認します｡） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢接点確認｣側にします｡ 

7  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値の 150%（試験電圧値）に適した電圧レンジに

切り換えます｡ 

8  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 1000%（試験電流値）に適した電流レンジ

に切り換えます｡ 

9  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

10  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

11  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

12  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を 180°（進み）に合わせます｡ 

13  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

14  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

15  位相設定調整ツマミを時計方向（遅れ方向）にゆっくりと回し､継電器が動作する位相角

を表示部の出力位相値より読み取ります｡この値が継電器の進み側（LEAD）の動作位相角

となります｡継電器が動作すると､本器のブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

16  スタート/ストップランプを押します｡（スタートランプ:消灯） 

17  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

18  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を‐180°（遅れ）に合わせます｡ 

19  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

20  継電器を復帰します｡ 

21  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

22  位相設定調整ツマミを反時計方向（進み方向）にゆっくりと回し､継電器が動作する位相

角を表示部の出力位相値より読み取ります｡この値が継電器の遅れ側（LAG）の動作位相

角となります｡継電器が動作すると､本器のブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

23  スタート/ストップランプを押します｡（スタートランプ:消灯） 

24  電流/電圧/位相設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

25  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

26  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

27  継電器を復帰します｡ 
 

          JIS C4609 では試験電流値は整定電流値に対して 1000%です｡   

          JIS C4609 では試験電圧値は整定電圧値に対して 150%です｡ 
 

NOTE 

・ ZPDの一次側の一相に試験電圧を印加する場合は､この試験電圧値が本器の最大出力電

圧を超えていないことを確認してください｡超えている時は､試験電圧を整定タップ電

圧値の 130%で試験するか､もしくは ZPDの一次側を三相一括にします｡この場合の試

験電圧は､一相に試験電圧を印加するときの 1/3が試験電圧となります｡ 

・ 試験電流値が本器の最大出力電流を超える場合は､本器の最大出力電流で試験を行って

ください｡ 
 

警告
 

・ 地絡方向継電器の｢動作電流値試験｣｢動作時間試験｣｢慣性特性試験｣｢位相特性試験｣が

終了しましたら､既設の接続を外した｢P1,P2｣｢a,c､または､a1,c1｣の接続を必ず復元して

ください｡ 

接続を外した状態では､継電器は不動作となり大変危険です｡ 
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3.4.7  地絡方向継電器の CB 連動試験 
 

 

継電器の確認 
 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値､電圧値および最高感度角を確認します｡ 

前回データで最高感度角が既知であれば､その角度に設定します｡ 

最高感度角が不明や新設の場合は､位相角は 0 ﾟで試験をします｡ 
     

 

継電器/ZCT/ZPD 

CB の接続 

 

手  順  操  作 

1  継電器裏面の P1,P2端子の接続を外します｡ 

2  継電器裏面の a,c端子が接続されていることを確認します｡ 

3  継電器と ZCT に総合端子コードを接続します｡ 

  継電器の P1端子  赤クリップ  （P1） 

  継電器の P2端子  黒クリップ  （P2） 

  CB の任意の相における負荷側（電源側と同相） 黄クリップ    （TRIP） 

  CB の任意の相における電源側（負荷側と同相） 黄クリップ    （TRIP） 

  ZCTの Kt端子  青クリップ    （Kt） 

  ZCTの Lt端子  白クリップ    （Lt） 

4  ZPDのパワーヒューズを抜くか､DS を開放します｡ 

5  ZPDに総合端子コードを接続します｡ 

  ZPDの U,V,W端子のいずれか 1つもしくは 

継電器の T（Vo）端子 
赤クリップ  （Vo） 

  ZPDの接地端子  白クリップ  （E） 
     

 
結線図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 CB 連動試験の結線 
 
   

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 
 

NOTE 
・ ZCT の Kt,Lt 端子と継電器との距離が 1m 以上離れている場合は､電流コードの延長用コードを

別途ご用意し､ご使用ください｡ 
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継電器の試験 
 

手 順 操 作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器と CB が連動動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子と CB 引き外し用電源に正しく供給されているこ

とを確認します｡） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢トリップ｣側にします｡ 

7  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値の 150%（試験電圧値）に適した電圧レンジ

に切り換えます｡ 

8  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 130%（試験電流値）に適した電流レンジ

に切り換えます｡ 

9  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

10  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

11  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

12  位相設定調整ツマミを回し､表示部の出力位相値を継電器の最高感度角に合わせます｡ 

13  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

14  CB を投入します｡ 

15  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

16  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が｢継電器の動作時間+CB の動作時間｣です｡ 

17  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

18  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 400%（試験電流値）に適した電流レンジ

に切り換えます｡ 

19  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

20  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

21  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

22  CB を投入し､継電器を復帰します｡ 

23  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

24  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が｢継電器の動作時間+CB の動作時間｣です｡ 

25  電流/電圧/位相設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

26  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

27  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

28  継電器を復帰します｡ 
   

        JIS C4609 では試験電流値は整定電流値に対して 130%と 400%です｡   

            JIS C4609 では試験電圧値は整定電圧値に対して 150%です｡ 
 

NOTE 

・ ZPDの一次側の一相に試験電圧を印加する場合は､この試験電圧値が本器の最大出力電

圧を超えていないことを確認してください｡超えている時は､試験電圧を整定タップ電

圧値の 130%で試験するか､もしくは ZPDの一次側を三相一括にします｡この場合の試験

電圧は､一相に試験電圧を印加するときの 1/3が試験電圧となります｡ 
 
 

警告
 

・ CB 連動試験が終了しましたら､既設配線から外した P1,P2 の配線接続を必ず復元しま

す｡ 

P1,P2配線が外れた状態では継電器が不動作となり大変危険です｡ 
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3.5 地絡継電器試験 
 
  地絡継電器（Current Ground Relay  ）は､電路におけるケーブル･電気設備の絶縁が劣化､または破壊し電路と

大地間が破壊する事故を零相変流器（Zero Phase Current Transformer）で検出する継電器です｡ 

    本器は､JIS C4601（高圧受電用地絡継電器）に規定される動作電流値試験､動作時間試験及び慣性特性試験を

行うことができます｡ 
 

3.5.1  試験準備 
 

各ランプ及びツマミを以下の様に設定してください｡ 
 

はじめに  名  称  位  置 

電源ランプ  OFF 

電圧レンジ切換ランプ  GR試験 

電圧設定調整ツマミ  0位置（左一杯） 

電流設定調整ツマミ  0位置（左一杯） 

位相設定調整ツマミ  0位置（中央） 

補助電源出力ランプ  OFF 

     

     

コネクタの接続  試験コード  コネクタの名称 

総合端子コード  総合端子コネクタ 

     

 

継電器/ZCTの 

接続 

手  順  操  作 

1  継電器裏面の P1,P2端子の接続を外します｡ 

2  継電器裏面の a,c端子の接続を外します｡ 

3  継電器と ZCT に総合端子コードを接続します｡ 

継電器の P1端子  赤クリップ  （P1） 

継電器の P2端子  黒クリップ  （P2） 

継電器の a 端子     黄クリップ    （TRIP） 

継電器の c端子     黄クリップ    （TRIP） 

ZCTの Kt端子  青クリップ    （Kt） 

ZCTの Lt端子  白クリップ    （Lt） 

     

 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

・ 継電器の Z1,Z2 端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 

・ 継電器の Y1,Y2 端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 
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結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地絡継電器試験の結線 

 

 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

 

NOTE 
・ ZCT の Kt,Lt 端子と継電器との距離が 1m 以上離れている場合は､電流コードの延長用コードを

別途ご用意し､ご使用ください｡ 

 

  

a c b B

Z1 Z2

電流ｺｰﾄﾞ

既設の
a,cを外す

kt

lt

CB

P1 P2

既設の
P1,P2を外す

電源側

ZCT

負荷側

××

×

×

ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ

補助電源ｺｰﾄﾞ

総合端子ｺｰﾄﾞ

P1 P2

TRIPTRIP

TRIP

Lt

Kt

AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形



5208-000ST011 

 38

3.5.2 地絡継電器の動作電流値試験 
 

 

継電器の確認 

 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値を確認します｡ 
 

 

継電器の試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器が動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子に正しく供給されていることを確認します｡）

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢接点確認｣側にします｡ 

7  電流レンジ切換ランプを継電器整定タップ電流値に適した電流レンジに切り換えます｡

8  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

9  電流設定調整ツマミを時計方向にゆっくりと回し､継電器が動作する電流値を表示部の

出力電流値より読み取ります｡この値が継電器の動作電流値です｡継電器が動作すると､

本器のブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

10  スタート/ストップランプを押し出力を停止します｡（スタートランプ:消灯） 

11  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

12  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

13  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

14  継電器を復帰します｡ 

   

 

NOTE 

・ 継電器が動作すると本器のブザーが鳴ります｡この状態で一度ブザーが鳴り止むまで電流を下

降させてから､再度ブザーが鳴るまで電流をゆっくり上昇させると､正確に動作電流値を求め

ることができます｡ 

 

  



5208-000ST011 

 39

3.5.3 地絡継電器の動作時間試験 
 

 

継電器の確認 

 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値を確認します｡ 
 

 

継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器が動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子に正しく供給されていることを確認します｡） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢トリップ｣側にします｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 130%（試験電流値）に適したレンジに切り

換えます｡ 

8  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

9  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

10  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

11  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

12  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が継電器の動作時間です｡ 

13  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

14  継電器を復帰します｡ 

15  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 400%（試験電流値）に適したレンジに切り

換えます｡ 

16  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

17  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

18  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

19  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

20  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が継電器の動作時間です｡ 

21  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

22  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

23  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

24  継電器を復帰します｡ 

          JIS C4601 では試験電流値は整定電流値に対して 130%と 400%です｡   

 

 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 
   

 

  



5208-000ST011 

 40

3.2.4 地絡継電器の慣性特性試験 
 

 

継電器の確認 

 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値を確認します｡ 
 

 

継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器が動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子に正しく供給されていることを確認します｡） 

5  慣性ランプを押して慣性モードに切り換えます｡ 

（慣性ランプ:点灯､設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

6  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 400%（試験電流値）に適したレンジに切り

換えます｡ 

8  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

9  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

10  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

11  試験時間 50ms のみ出力してから出力を停止します｡（スタートランプ:消灯） 

12  継電器が動作していないことを確認します｡（表示部の｢OK｣） 

13  慣性ランプを押します｡（慣性ランプ:消灯） 

14  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

15  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

16  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

 

          JIS C4601 では試験電流値は整定電流値に対して 400%です｡   

 

 

NOTE 

・ 慣性特性試験の合否判定は､50ms 経過後の継電器の動作および表示部の OK/NG 表示で行います｡ 
 

表示部  継電器  合否判定 

OK  不動作  合  格 

NG  動  作  不合格 

 

・ 表示部の OK/NG は､約 2秒間表示します｡ 

・ OK表示された後､継電器が遅れて動作した場合に備え､継電器の接点状態を約 2秒間監視します｡ 

監視中に継電器が動作した場合は不合格判定となり､表示部が OK表示から NG 表示へ切替ります｡ 
 

 

NOTE 

・ 慣性ランプを押すとランプが点灯し､慣性特性試験モードへ切換り､ランプが点灯している状態でスタート/

ストップランプを押すと慣性特性試験を開始します｡ 

・ 慣性特性試験終了時の慣性ランプの点灯状態により慣性特性試験の合否判定を行ないます｡ 

点灯:合格    点滅:不合格 

 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電流を

印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを押すと､

設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 

 

警告
 

・ 地絡継電器の｢動作電流値試験｣｢動作時間試験｣｢慣性特性試験｣が終了しましたら､既設の接続を外した

｢P1,P2｣｢a,c､または､a1,c1｣の接続を必ず復元してください｡ 

・ 接続を外した状態では､継電器は不動作となり大変危険です｡ 
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3.2.5 地絡継電器の CB 連動試験 
 

 
継電器の確認 

 

手  順  操  作 

1  整定タップの電流値を確認します｡ 
 

 
継電器/ZCT/CB 

の接続 

 

手  順  操  作 

1  継電器裏面の P1,P2端子の接続を外します｡ 

2  継電器裏面の a,c端子が接続されていることを確認します｡ 

3  継電器､ZCT､CB に総合端子コードを接続します｡ 

継電器の P1端子  赤クリップ  （P1） 

継電器の P2端子  黒クリップ  （P2） 

ZCTの Kt端子  青クリップ    （Kt） 

ZCTの Lt端子  白クリップ    （Lt） 

CB の任意の相における負荷側（電源側と同相） 黄クリップ    （TRIP） 

CB の任意の相における電源側（負荷側と同相） 黄クリップ    （TRIP） 
 

 
継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器と CB が連動動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子と CB 引き外し用電源に正しく供給されているこ

とを確認します｡） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢トリップ｣側にします｡ 

7  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 130%（試験電流値）に適したレンジに切り

換えます｡ 

8  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

9  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

10  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

11  CB を投入します｡ 

12  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

13  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が｢継電器の動作時間+CB の動作時間｣です｡ 

14  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

15  電流レンジ切換ランプを整定タップ電流値の 400%（試験電流値）に適したレンジに切り

換えます｡ 

16  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

17  電流設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電流値を試験電流値に合わせます｡ 

19  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

20  CB を投入し､継電器を復帰します｡ 

21  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

22  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が｢継電器の動作時間+CB の動作時間｣です｡ 

23  電流設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

24  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

25  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

25  CB を投入し､継電器を復帰します｡ 
 
      JIS C4601 では試験電流値は整定電流値に対して 130%と 400%です｡   
 

 
NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 
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図 2 CB 連動試験の結線 

 

 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電圧

が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

・ CB 連動試験が終了しましたら､既設配線から外した P1,P2 の配線接続を必ず復元します｡ 

P1,P2配線が外れた状態では継電器が不動作となり大変危険です｡ 

 

NOTE 
・ ZCTの Kt,Lt端子と継電器との距離が 1m 以上離れている場合は､電流コードの延長用コードを別

途ご用意し､ご使用ください｡ 
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3.6 地絡過電圧継電器試験（ZPD タイプ） 
 

本器では､電圧要素出力を利用して静止型の地絡過電圧継電器（Over Voltage Ground Relay）（ZPD タイプ）

の動作値試験､動作時間試験､復帰値試験を行うことができます｡但し､復帰時間試験については試験をする

ことができません｡ 

    ZPD タイプの地絡過電圧継電器の試験では､各継電器の仕様書､取扱説明書を参照し､仕様に準じた試験を行

ってください｡本書では､一般的な試験方法として記述いたします｡ 
 

3.6.1 試験準備（設備停電での試験） 
 

各ランプ及びツマミを以下の様に設定してください｡ 
 

はじめに  名  称  位  置 

電源ランプ  OFF 

電圧設定調整ツマミ  0位置（左一杯） 

電流設定調整ツマミ  0位置（左一杯） 

位相設定調整ツマミ    0位置（中央） 

補助電源出力ランプ  OFF 

     
 
コネクタの接続  試験コード  コネクタの名称 

総合端子コード  総合端子コネクタ 

     

 

継電器/ZPD 

の接続 

手  順  操  作 

1  継電器裏面の P1,P2端子の接続を外します｡ 

2  継電器裏面の a1,c1端子の接続を外します｡ 

3  継電器に総合端子コードを接続します｡ 

継電器の P1端子  赤クリップ  （P1） 

継電器の P2端子  黒クリップ  （P2） 

継電器の a1端子  黄クリップ    （TRIP） 

継電器の c1端子  黄クリップ    （TRIP） 

4  ZPDのパワーヒューズを抜くか､DS を開放します｡ 

5  ZPDに総合端子コードを接続します｡ 

ZPDの高圧側三相一括  赤クリップ  （Vo） 

ZPDの接地端子  白クリップ  （E） 

6  継電器のカバーを外します｡ 

     
 
 

警告
 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は､安全のため試験器の電源ランプが

｢OFF｣の状態で作業を行ってください｡ 
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結線図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 1  地絡過電圧継電器（ZPDタイプ）試験の結線 

 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

・ 継電器の Y1,Y2 端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は､安全のため試験器の電源ランプが

｢OFF｣の状態で作業を行ってください｡ 

 

警告
 

・ 本書は､所内を停電した状態で発電機等を使用した継電器試験を前提に記述されています｡活

線連動試験での CB 動作での所内停電を利用した CB 連動試験を行う場合は､結線等において本

書の記述と異なる活線作業となります｡ 

・ 活線での CB 連動試験では､トリップコードを絶対に高圧 CB 接点に接続しないでください｡ 

CB 連動動作での所内停電で試験器の電源が喪失することで継電器と CB の連動時間計測を行

います｡トリップコードは､絶対に使用しないでください｡ 

・ 活線連動試験において CB 引き外し電源は､所内の電源を受けて動作させています｡試験器の補

助電源は原則として使用しません｡ 

・ 活線連動試験では､電源切換ランプを｢商用電源｣側へ切換えてください｡ 
 

 
   

P1 P2

Y1 Y2
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c2 b2

E
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電源側

負荷側
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ZPD
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ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ
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AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
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2235形

T

三相を短絡する。
（試験後は必ず外してください）

試験中に「A.OPEN」エラーが
発生する場合は短絡してください。

※ＺＰＤへの電圧印加方法、
　印加電圧は機種により異な
　りますので、仕様書、取扱
　説明書等により必ずご確認
　ください。
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3.6.2 地絡過電圧継電器（ZPD タイプ）の動作値誤差試験（設備停電での試験） 
 

 

継電器の確認 

 

手  順  操  作 

1  継電器の整定タップ値を確認します｡ 

   

 

継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

5  トリップ/接点確認切換ランプを｢接点確認｣側にします｡ 

6  電圧レンジ切換ランプを試験電圧値に適した電圧レンジに切り換えます｡ 

7  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

8  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を見ながら整定タップ電圧付

近まで電圧を上昇させ､そのままゆっくりと更に電圧を上昇させて継電器が動作する電圧

値を読み取ります｡この値が継電器の動作電圧値となります｡継電器が動作すると､本器の

ブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

9  スタート/ストップランプを押します｡（スタートランプ:消灯） 

10  電圧設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

11  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

12  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

13  継電器を復帰します｡ 

          試験条件および判定基準は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡   

 
 

[参考] 
 

      Vo整定値（%）=6.6kV の完全地絡電圧｢3810V｣に対するパーセント整定 
 
      Vo整定値（%）に対する電圧換算値 

Vo整定（%）  2  2.5  3  3.5  4  4.5  5  6  7.5  10 

三相一括電圧（V）  76.2  95.3  114.3  133.4  142.4  171.5  190.5  228.6  285.8  381 

      ※三相一括入力で試験した場合は､試験後に必ず短絡線を取り外してください｡ 

      ※ZPD の T 端子に電圧を印加する場合は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡ 
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3.6.3 地絡過電圧継電器（ZPD タイプ）の動作時間試験（設備停電での試験） 
 

 

継電器の確認 

   

手  順  操  作 

1  継電器の整定タップ値を確認します｡ 

   

 

継電器の試験 

   

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

5  トリップ/接点確認切換ランプを｢トリップ｣側にします｡ 

6  電圧レンジ切換ランプを試験電圧値に適した電圧レンジに切り換えます｡ 

7  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

8  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

9  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

10  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

11  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が継電器の動作時間です｡ 

12  電圧設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

13  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

14  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

15  継電器を復帰します｡ 

          試験条件および判定基準は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡ 

 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 

 
 

[参考] 
 

      Vo整定値（%）=6.6kV の完全地絡電圧｢3810V｣に対するパーセント整定 
 
      Vo整定値（%）に対する電圧換算値 

Vo整定（%）  2  2.5  3  3.5  4  4.5  5  6  7.5  10 

三相一括電圧（V）  76.2  95.3  114.3  133.4  142.4  171.5  190.5  228.6  285.8  381 

      ※三相一括入力で試験した場合は､試験後に必ず短絡線を取り外してください｡ 

      ※ZPD の T 端子に電圧を印加する場合は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡ 
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3.6.4 地絡過電圧継電器（ZPD タイプ）の復帰値試験（設備停電での試験） 
 

 

継電器の確認 

   

手  順  操  作 

1  継電器の整定タップ値を確認します｡ 

   

 

継電器の試験 

 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

5  トリップ/接点確認切換ランプを｢接点確認｣側にします｡ 

6  電圧レンジ切換ランプを試験電圧値に適した電圧レンジに切り換えます｡ 

7  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

8  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を見ながら整定タップ電圧付

近まで電圧を上昇させ､そのままゆっくりと更に電圧を上昇させて継電器が動作する電圧

値を読み取ります｡この値が継電器の動作電圧値となります｡継電器が動作すると､本器の

ブザーが｢ピー｣と鳴ります｡ 

以上ここまでは､3.4.2地絡過電圧継電器の動作値誤差試験と同じです｡ 

9  その動作値より 10%ほど電圧設定調整ツマミを上げたままにします｡ 

10  電圧設定調整ツマミを反時計方向にゆっくりと回し､継電器が復帰する電圧値を表示部か

ら読み取ります｡この値が継電器の復帰電圧になります｡継電器が復帰すると､本器のブザ

ー音が停止します｡ 

11  スタート/ストップランプを押します｡（スタートランプ:消灯） 

12  電圧設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

13  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

14  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

15  継電器を復帰します｡ 

          試験条件および判定基準は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡   
 

[参考] 
 

      Vo整定値（%）=6.6kV の完全地絡電圧｢3810V｣に対するパーセント整定 
 
      Vo整定値（%）に対する電圧換算値 

Vo整定（%）  2  2.5  3  3.5  4  4.5  5  6  7.5  10 

三相一括電圧（V）  76.2  95.3  114.3  133.4  142.4  171.5  190.5  228.6  285.8  381 

      ※三相一括入力で試験した場合は､試験後に必ず短絡線を取り外してください｡ 

      ※ZPD の T 端子に電圧を印加する場合は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡ 

 

警告
 

・ 地絡過電圧継電器の単体試験を終了する場合は､試験のために外した既設の配線および試験の

ために取付けた配線を必ず元通りに復元してください｡ 

既設の配線が外れたままでは継電器が不動作となり､大変危険です｡ 
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3.6.5 地絡過電圧継電器（ZPD タイプ）の CB 連動試験（設備停電での試験） 
 

各ランプ及びツマミを以下の様に設定してください｡ 

 

はじめに 名 称 位 置 

電源ランプ  OFF 

電圧設定調整ツマミ  0位置（左一杯） 

電流設定調整ツマミ  0位置（左一杯） 

位相設定調整ツマミ    0位置（中央） 

補助電源出力ランプ  OFF 

     
   
コネクタの接続  試験コード  コネクタの名称 

総合端子コード  総合端子コネクタ 

     
 

継電器の確認 
 

手  順  操  作 

1  継電器の整定タップ値を確認します｡ 
     

 

継電器/ZPD/CB 

の接続 

 

手  順  操  作 

1  継電器裏面の P1,P2端子の接続を外します｡ 

2  継電器裏面の a1,c1端子が接続されていることを確認します｡ 

3  継電器と CB に総合端子コードを接続します｡ 

継電器の P1端子  赤クリップ  （P1） 

継電器の P2端子  黒クリップ  （P2） 

CB の任意の相における負荷側（電源側と同相） 黄クリップ    （TRIP） 

CB の任意の相における電源側（負荷側と同相） 黄クリップ    （TRIP） 

4  ZPDのパワーヒューズを抜くか､DS を開放します｡ 

5  ZPDに総合端子コードを接続します｡ 

ZPDの高圧側三相一括  赤クリップ  （Vo） 

ZPDの接地端子  白クリップ  （E） 
     

 

警告
 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は､安全のため試験器の電源ランプが

｢OFF｣の状態で作業を行ってください｡ 
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結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 CB 連動試験の結線 

 

警告
 

・ P1,P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると､設備の一次側へ高電

圧が発生し大変危険です｡ 

必ず P1,P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい｡ 

・ 継電器の Y1,Y2 端子には､絶対に補助電源コードを接続しないでください｡ 

継電器が焼損する可能性があります｡ 

・ 継電器の配線操作および継電器と試験器のコード接続時は､安全のため試験器の電源ランプが

｢OFF｣の状態で作業を行ってください｡ 

 

警告
 

・ 本書は､所内を停電した状態で発電機等を使用した継電器試験を前提に記述されています｡活

線連動試験での CB 動作での所内停電を利用した CB 連動試験を行う場合は､結線等において本

書の記述と異なる活線作業となります｡ 

・ 活線での CB 連動試験では､トリップコードを絶対に高圧 CB 接点に接続しないでください｡ 

CB 連動動作での所内停電で試験器の電源が喪失することで継電器と CB の連動時間計測を行

います｡トリップコードは､絶対に使用しないでください｡ 

・ 活線連動試験において CB 引き外し電源は､所内の電源を受けて動作させています｡試験器の補

助電源は原則として使用しません｡ 

・ 活線連動試験では､電源切換ランプを｢商用電源｣側へ切換えてください｡ 
 

 

  

P1 P2

Y1 Y2

a2

a1 c1

c2 b2

E

電流ｺｰﾄﾞ

電圧ｺｰﾄﾞ
DSを開放する

CB

既設の
P1,P2を外す

Vo

電源側

負荷側

P2

E

ZPD

Lt

Kt

ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ

補助電源ｺｰﾄﾞ

総合端子コード

P1

AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形

T

三相を短絡する。
（試験後は必ず外してください）

試験中に「A.OPEN」エラーが
発生する場合は短絡してください。

※ＺＰＤへの電圧印加方法、
　印加電圧は機種により異な
　りますので、仕様書、取扱
　説明書等により必ずご確認
　ください。

TRIP

TRIP
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継電器の試験 
 

手  順  操  作 

1  電源ランプを｢ON｣にします｡ 

2  周波数切換ランプにより､出力周波数（電源同期, 50Hz, 60Hz）を設定します｡ 

3  補助電源出力ランプを｢ON｣にします｡ 

4  継電器のﾃｽﾄﾎﾞﾀﾝを押して､継電器と CB が連動動作することを確認します｡ 

（本器の補助電源が継電器の P1,P2端子と CB 引き外し用電源に正しく供給されているこ

とを確認します｡） 

5  接点/電圧切換ランプを継電器の接点構造に合わせて切り換えます｡ 

6  トリップ/接点確認切換ランプを｢トリップ｣側にします｡ 

7  電圧レンジ切換ランプを整定タップ電圧値の 150%（試験電圧値）に適した電圧レンジ

に切り換えます｡ 

8  設定ランプを押します｡（設定ランプ:点灯､スタートランプ:点滅） 

9  電圧設定調整ツマミを時計方向に回し､表示部の出力電圧値を試験電圧値に合わせます｡ 

10  設定ランプを押します｡（設定ランプ:消灯､スタートランプ:消灯） 

11  CB を投入します｡ 

12  スタート/ストップランプを押し出力を開始します｡（スタートランプ:点灯） 

13  継電器が動作して出力及び時間計測を停止します｡このとき表示部のカウンタに表示され

ている値が｢継電器の動作時間+CB の動作時間｣です｡ 

14  電圧設定調整ツマミを 0位置に戻します｡ 

15  補助電源出力ランプを｢OFF｣にします｡ 

16  電源ランプを｢OFF｣にします｡ 

17  継電器および CB を復帰します｡ 

        試験条件および判定基準は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡ 

 

NOTE 

・ 設定ランプを押すとランプが点灯し出力設定モードとなります｡この設定モードでは､継電器に電圧､電

流を印加することなくデジタルディスプレイ（LCD表示器）上で出力値を設定調整できます｡ 

・ 設定モード中は､スタート/ストップランプが点滅状態となり､この状態でスタート/ストップランプを

押すと､設定モードを解除し通常出力を開始します｡ 

 
 

[参考] 
 

      Vo整定値（%）=6.6kV の完全地絡電圧｢3810V｣に対するパーセント整定 
 
      Vo整定値（%）に対する電圧換算値 

Vo整定（%）  2  2.5  3  3.5  4  4.5  5  6  7.5  10 

三相一括電圧（V）  76.2  95.3  114.3  133.4  142.4  171.5  190.5  228.6  285.8  381 

      ※三相一括入力で試験した場合は､試験後に必ず短絡線を取り外してください｡ 

      ※ZPD の T 端子に電圧を印加する場合は､継電器メーカーの仕様書または取扱説明書にてご確認ください｡ 
 

警告
 

・ CB 連動試験が終了しましたら､既設配線から外した P1,P2 の配線接続を必ず復元します｡ 

P1,P2配線が外れた状態では継電器が不動作となり大変危険です｡ 
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4.1 試験規格 
 
4.1.1 高圧地絡継電器試験の規格 
 

JIS C 4601‐1993 高圧受電用地絡継電装置 

 

 試験項目 試験方法 

動作電流値試験  零相変流器の一次側の任意の１線に電流を流し、これを徐々に増加

させて、継電器が動作したときの電流値を測定する。 

動作電流値は整定電流値に対し、その誤差が±10％の範囲になければ

ならない。 

動作時間試験  零相変流器の一次側の任意の１線に整定電流値の 130％及び 400％の

電流を急激に通電して、継電器が動作する時間を測定する。 

動作時間は下表に示す値の範囲になければならない。 

試験電流  動作時間   

整定電流値の 130%  0.1～0.3 s 

整定電流値の 400%  0.1～0.2 s 
 

慣性特性試験  継電器を定格動作電流値に整定し、零相変流器の一次側の任意の１線に 

整定電流値の 400％の電流を、50ms の間通電して継電器の状態を調べる。

継電器は動作してはならない。 
 

     

 

4.1.2 高圧地絡方向継電器試験の規格 
 

JIS C 4609‐1990 高圧受電用地絡方向継電装置 

 

 試験項目 試験方法 

動作電流値試験  継電器の整定電圧値を最少とし、零相基準入力装置の一次側に三相一括

で、整定電圧値の 150％の電圧を印加し、零相変流器一次側の任意の１線

に、製造業者が明示する動作位相の電流を流し、これを徐々に変化させて、

継電器が動作したときの電流値を測定する。 

動作電流値は整定電流値に対し、その誤差が±10％の範囲になければ

ならない。 

動作電圧値試験  継電器の整定電流値を最少とし、零相変流器一次側の任意の１線に

整定電流値の 150％の電流を流し、零相基準入力装置の一次側に

三相一括で、動作位相の電圧を印加し、これを徐々に変化させて、

継電器が動作したときの電圧値を測定する。 

動作電圧値は整定電圧値に対し、その誤差が±25％の範囲になければ

ならない。 

位相特性試験  継電器の整定電流値及び整定電圧値を最少とし、整定電圧値の 150％の

電圧を加え、整定電流値の 1000％の電流を流し、電流の位相を変えて

継電器が動作する位相角を測定する。 

動作する位相及び不動作となる位相は、製造業者が明示する範囲に

なければならない。 

動作時間試験  零相基準入力装置の一次側に三相一括で、整定電圧値の 150％の電圧を、

また、零相変流器一次側の任意の１線に動作位相で整定電流値の

130％及び 400％の電流を、それぞれ電圧と同時に急激に通電して、

継電器が動作する時間を測定する。 

動作時間は下表に示す値の範囲になければならない。 

試験電流  ％  動作時間  S 

整定電流値の 130  0.1～0.3 

整定電流値の 400  0.1～0.2 
 

慣性特性試験  継電器の整定電流値及び整定電圧値を最少とし、零相基準入力装置の

一次側に三相一括で、整定電圧値の 150％の電圧と、零相変流器一次側の

任意の１線に動作位相の整定電流値の 400％の電流とを、同時に急激に

0.05秒間通電して継電器の状態を調べる。 

継電器は動作してはならない。 
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[参考]１ 

項 目 性 能 

継電器の動作電圧  零相電流を整定値の 150％印加  整定電圧値に対し±25％以下 

 
[参考]２ 零相電圧の整定タップと零相電圧値 

     零相電圧の整定タップは完全地絡電圧を 100％とした整定タップとなっています。 

     例 6.6kV配電系統の場合 

       完全地絡電圧＝  6600 ÷ √3  ≒3810（Ｖ）［この値が 100％に相当します］ 
 

零相電圧タップ

（％） 

零相電圧（Ｖ）  零相電圧（Ｖ）に対して±25％ 

2.5  95.25   71.4  ～  119.0 

5  190.5 142.9  ～  238.1 

7.5  285.75 214.3  ～  357.1 

10  381 285.7  ～  476.2 

15  571.5 428.6  ～  714.3 

20  762 571.5  ～  952.5 

 
 零相電圧の入力は、一部のメーカーではＴ（テスト）端子を設けて上記の電圧を分圧させた 

電圧で試験を行う仕様となります。継電器メーカーカタログでご確認ください。 
 

[参考]３ 活線試験で零相動作電圧値が、残留電圧（アンバランス）の影響で管理値からはずれる場合があり

ます。そのような場合には、残留電圧（アンバランス）の影響をなくしてから試験をしてください。 

 
[参考]４ ZPD の一次側の一相に試験電圧を印加する場合は、この試験電圧値が本器の最大出力電圧を越えて

いないことを確認してください。越えている時は、試験電圧を動作電圧整定値の 130％で試験する

か、もしくは ZPD の一次側を三相一括にします。この場合の試験電圧は、一相に試験電圧を印加す

るときの 1／3 が試験電圧値となります。 
 

[参考]５ 最高感度角の算出方式は、次式で求められます。 
 

最 高 感 度 角 

＝ 

|進み動作角|－|遅れ動作角|

2
 

例：進み動作角 135 度 

遅れ動作角 25 度の場合 
 

最 高 感 度 角 

＝ 

（135°‐25°） 
＝55° となります。 

2 
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4.2 試験結線例 
 
結線例１ 

Ｃ１ａ１

Ｙ１

Ｐ２

Ｙ２

Ｐ１Ｚ１ Ｅ

Ｅ

ｅ

ｗ

ｖ

ｕ

Ｅ

Ｗ

Ｖ

Ｕ

Ｙ２

Ｙ１

ＶＷ Ｕ

Ｚ２

電圧ｺｰﾄﾞ

電流ｺｰﾄﾞ

補助電源ｺｰﾄﾞ

ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ既設のP1,P2を外す

形K2GS　地絡方向継電器

形VOG-2S　零相電圧検出装置

ﾋｭｰｽﾞを抜く
3線を短絡する

ＤＳ ＺＣＴ

ｌｔｋｔ

ＣＢ

P1 P2

x/a

電源側 負荷側

Ｖｏ

Ｅ

Ｐ1 Ｐ２

Ｌｔ
Ｋｔ

AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形

 
図１ オムロン製 K2GS、VOG‐2S の場合 

 

警告
 

・ P1，P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ高

電圧が発生し大変危険です。 

必ず P1，P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 
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結線例２ 

Ｅ Ｐ１ Ｖａ Ｏ１ Ｏ２ Ｏ３ Ｚ２Ｙ１Ｚ１ｌｔｋｔＢａ Ｂｃ ０Ｐ２

Ｖｃ Ｖ０

Ｅ P1 P2 Kt Lt Vo

開閉器本体（PST-2B-SOG-DGRあるいはPST-2LB-SOG-DGR）

電源側

制御装置（D101-B）

既設のP1,P2を外す

電圧ｺｰﾄﾞ電流ｺｰﾄﾞ補助電源ｺｰﾄﾞ ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ

外す

ﾃｽﾄ端子

TC

CT.S CT.T V0
負荷側

AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形

 
 

図２ 三菱電機 PST‐2B(2LB)‐SOG‐DGR D101‐B の場合 

 

警告
 

・ P1，P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ高

電圧が発生し大変危険です。 

必ず P1，P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 
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結線例３ 

ｋｔｌｔＺ１Ｚ２Ｙ１ Ｔ Ｐ１Ｐ２ＶａＶｂＶｃＢ１Ｂ２

ｋｔ

ｌｔ

Ｚ１

Ｚ２

Ｙ１

Ｔ

Ｖａ

Ｖｂ

Ｖｃ

Ｅ

Ｅ

Kt Lt Vo P1 P2

Ｅ

Ｅ１

開閉器本体

既設の
P1,P2を
外す

電源側 負荷側

制御装置

電圧ｺｰﾄﾞ 電流ｺｰﾄﾞ 補助電源ｺｰﾄﾞ ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ
AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形

 
 

図 3 エナジーサポート CLD‐R DGR付き PASの場合 

 

警告
 

・ P1，P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ高

電圧が発生し大変危険です。 

必ず P1，P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 
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結線例４ 

Ｃ１ａ１

Ｐ１

ｃｂａ Ｅ

Ｅ

Ｙ１

Ｚ１

Ｚ２

P1 P2 Ｅ

Ｐ２ Ｙ２

Vo

CB

３線を短絡するﾋｭｰｽﾞを抜く

PT

MPD-2

既設の
P1,P2を外す

DS ZCT

kt lt

MDG-1V-R 無電圧状態の
ａ接点（MAKE）

ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ補助電源ｺｰﾄﾞ電流ｺｰﾄﾞ 電圧ｺｰﾄﾞ

電源側 負荷側

Lt

Kt

AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形

 
 

図４ 三菱電機MDG‐1V‐R の場合 

 

警告
 

・ P1，P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ高

電圧が発生し大変危険です。 

必ず P1，P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 
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結線例５ 

Ｖａ Ｖｂ Ｖｃ Ｚ１ Ｚ２ Ｙ１ ｋｔ ｌｔ Ｔ

ａ ａ Ｚ１ Ｚ２ Ｙ１ ｋｔ ｌｔ ＴＰ１ Ｐ２ ＶｃＶａ Ｖｂ

S

Ｅ

開閉器（KLT-L-HD2N10）形

電源側

OCR

DS

OCR

ZCT

C

VCT ZPD

負荷側

E1

Tr

SOG制御箱
LTR-L-D10形
LTR-L-D1F形

電圧ｺｰﾄﾞ補助電源ｺｰﾄﾞ ﾄﾘｯﾌﾟｺｰﾄﾞ

電流ｺｰﾄﾞ

既設の
P1,P2を外す

P1 P2
Kt Lt

Vo E

AC100V

電源ｺｰﾄﾞ
ｱｰｽｺｰﾄﾞ

2235形

 
 

図５ 戸上電機 KLT‐L‐HD2N10，LTR‐LD10F DGR付き PAS の場合 

 

警告
 

・ P1，P2端子の既設配線を外さずに補助電源コードから電圧を印加すると、設備の一次側へ高

電圧が発生し大変危険です。 

必ず P1，P2端子の既設配線を外してから補助電源コードを接続して下さい。 
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4.3 トラブルシューティング 
 
4.3.1 Ｑ ＆ Ａ 
 

Ｑｕｅｓｔｉｏｎ Ａｎｓｗｅｒ 
動作値が誤差が大きく規定値に

入らない。 

１．継電器の中には、制御電源（試験器からは補助電源 P1,P2として供給）に入力される

周波数と、試験電圧（Vo‐E）・電流（Kt‐Lt）の周波数が違うと、電圧・電流・位相角

や動作時間に大きな誤差が生じてしまいます。 

他電源試験の場合には、出力周波数の設定を｢電源同期｣として下さい。 

自電源試験の場合には、商用電源からの供給電源を測定確認した上で、試験器とあ 

わせてご使用ください。 
 

２．PASなどでは、ZPDが開閉器に内蔵されていて母線から切り離せないため、母線に残

留電圧がある場合は動作電圧値が誤差になることがあります。 

  このような場合は、電圧・電流の極性を両方とも反転させることにより、おおよそ

の残留電圧値を知ることができます。 
 

３．活線連動試験では、設備の漏れ電流などが試験出力に重畳されるため、動作値が  

低くなる場合があります。この場合には、問題のある負荷設備を切り離すか、    

停電での単体試験としてください。 
 

４．接続されている負荷が、定格容量内であることを確認して下さい。定格容量を超え

る負荷を接続すると、出力波形が歪み、誤差となる場合があります。定格容量の範

囲内にてご使用ください。 

 

５．試験器を校正してください。 
 

６．校正試験にて試験器に誤差のある場合は、修理をご依頼下さい。 
 

継電器が動作しない。  １．試験結線を確認してください。 

 

２．継電器の整定値と、試験設定を確認してください。 

 

３．ＤＭＭやクランプメーター等の外部メーターによる出力の確認をしてください。 
 

４．試験コードの断線の有無を確認してください。 

 

５．試験器に異常のある場合は、修理をご依頼下さい。 

 

継電器が動作しても、試験器の 

動作が止まらない。 

１．トリップ／接点確認切換スイッチ、接点／電圧切換スイッチの設定を確認してくだ

さい。 
 

２．トリップコードの結線を確認してください。 

 

３．トリップコードの断線の有無を確認してください。 
 

４．試験器に異常のある場合は、修理をご依頼下さい。 

 

５．電源切換スイッチの設定を確認してください。 

 

エラー表示をして試験が   

できない。 

１．エラー表示に従い、原因を取り除いてください。 

 

２．外来ノイズなどにより誤動作している可能性があります。 

他の環境で動作を確認してください。 

 

３．本器の電源を再投入してください。それでもエラーが解消されない場合は、弊社各

営業所へご連絡ください。 
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Ｑｕｅｓｔｉｏｎ  Ａｎｓｗｅｒ 
電源スイッチを「ＯＮ」にして

も画面表示がしない。 

 

１．電源ヒューズを確認して下さい。 
 

２．長期間の放置により誤動作している可能性があります。電源を再投入して下さい。 
 

３．結露したとき（急激な温度変化などにより機器に水滴がついた状態）や、環境温度０℃

以下で使用したり、外部から圧力、衝撃などを加えると、液晶表示器を破損する可能

性があります。この場合には、修理をご依頼下さい。 

 

４．試験器に異常のある場合は、修理をご依頼下さい。 

ＰＡＳの試験で、開閉器と制御

箱の距離が離れているが試験は 

できるか。 

１．母線の太さによります。詳細は「4.4 電流出力特性」「4.5 ＶＳＦケーブルの導体抵

抗特性」をご覧下さい。 

発電機を使用する場合はどの位

の容量のものを用意すれば  

良いか。 

 

１．試験器そのものの容量は最大約 200VA ですが、補助電源出力を含めると、 

約 700VA が最大要求容量となります。 

安定した試験のため、約 900VA 程度の発電機をご用意下さい。 

 

RPR（逆電力継電器）の試験は出

来ないのですか？ 

１．基本的には可能です。（動作電流値・動作電圧値・位相特性・動作時間・復帰値） 

但し、復帰動作時間の試験は行えません。 

２．自家消費型太陽光発電設備用の継電器の場合には、現場で設定されるタップ値が 0.2

～0.25％であることが多く、動作に必要な電流値に換算すると 10～12mA 程度となり

ます。0.6％（100mA）以上のタップ値であれば、試験は可能です。 

本器の電流出力用のレンジは 0.5/2.5A（500/2500mA）である為に 500mAレンジを用 

いた場合にボリュームの開度が 1/50程度であることから継電器の動作に必要な容量 

を供給できないために大変不安定な動作となり正しく試験が行えません 

３．上位機の GCR‐mini Vs の 25mA レンジ又は RDF‐5A の 30mA レンジをご使用ください。

４．復帰動作時間の試験は行えません。 

Kt（LINE）と Lt（EARTH）の極性

はどうなっているのですか？ 

１．0°位置で  Ktは LINE側、Ltが EARTH側になります。 

２．DGRの原形は現在でも特別高圧用に使用されている EVT タイプとなりますが、この方

式では三相間の接地トランスをデルタ結線で組み合わせて事故時にはブロークンデ 

ルタによって生じた差電流が S 相に発生するので、これを検出します。 

これに対して、現在の普通高圧需要家で用いられる PASや UGS等の SOG 開閉器では 

ZPDタイプと呼ばれる接地コンデンサを中点接地のスター結線された回路を用いられ

るので、事故時の地絡電流が EVT とは逆方向に発生することとなります。 

元々、Kが電源側、Lが負荷側ということは規格上に定められていますが、Ktは「Kの

test端子」Ltは「L側の test端子」として ZCTの貫通線以外の何物でもないので、 

どちらが接地側・非接地側でなければならないという指定はありません。 

この為に両タイプの試験を行う際の試験電流も真逆になりますが、現在では圧倒的に

普及台数の多い ZPD方式に合わせた端子記号として用いていることから上記通りの 

表記を用いています。 

３．本製品の対象外となりますが、EVT タイプの DGRでは、極性が逆になるので Kt‐LTの

接続も逆になります。 

又、RPR（逆電力継電器）においては、元々LINE‐EARTH という接続指示になっている

ので、本器で試験を行う場合には間違えの無いようにご注意ください。（動作特性が

反転するだけなので機器破損等の心配はありませんが、試験結果に大きな支障が生

じます） 

試験する継電器の仕様が   

判らない。 

１．大変申し訳ありませんが、各継電器メーカーへお問い合わせ下さい。 
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4.4 電流出力特性 
 
    本器の電流出力は、電流値及びレンジにより出力が可能な抵抗値が決まっています。この抵抗値より

大きな抵抗に対して、本器では出力することができません。 
 
4.4.1 0.5A レンジ 
 

 
図 1 0.5A レンジの電流出力特性 

 
4.4.2 2.5A レンジ 
 

 
図 2 2.5A レンジの電流出力特性 
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4.5 VSF ケーブルの導体抵抗特性 
 

 ＰＡＳと制御装置が離れているなどの条件下の場合、ｋｔ/ｌｔの配線が長くなります。電流出力が行

なえない場合は図 3 VSF ケーブルの長さ、導体抵抗特性を参考に配線長を短くしたり、公称断面積の大

きいケーブルに変更するなどの処置を行ってください。なお、下図は 20℃の条件下のデータです。 

 

  
図 3 ＶＳＦケーブルの長さ、導体抵抗特性グラフ 
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保 守 
 

点 検 
 

付属品の確認 付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。 
構造の点検 操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか

調べます。 
 本体表示器を点検し、ひび割れ、破損（液晶の液漏れ）が無いか調べます。 
 試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 
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第６章 
 

カスタマサービス 
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カスタマサービス 
 

6.1 製品保証 
 

保証の内容 本製品は、弊社の品質管理体系に基づく検査に合格し、お客様へお届けさせてい

ただいております。 

製品を取扱説明書・納入仕様書・その他 弊社発行の資料等に従ってのご使用に

おいて、保証期間内に瑕疵による破損・故障が発生した場合に弊社で調査・判断

を行い、該当製品の保証をさせていただきます。 

 

保証期間 製品の保証期間は、弊社出荷（ご購入）日より１年間とします。尚、弊社におけ

る出荷情報につきましては、製品本体の製造番号にて管理させていただいてお

り、付属の保証書に同じ製造番号を記載しております。 
 

保証の適用範囲 ご購入されました該当製品のみが対象となります。 
 

本製品のご使用が原因となる他の機器への間接損害・拡大損害・特別損害（休業

補償・営業損失等を指しますが、これらに限定されません）につきましては、保

証範囲外とさせて頂きます。 
 

又、いかなる場合も弊社の費用負担は該当製品のご購入価格内とさせていただ

きます。 
 

保証の例外事項 保証期間内であっても、以下の場合は保証対象外とさせていただきますので、 

通常の修理として、ご対応させていただきます。 

◈ 天災及び取扱ミス（定格以外の入力、使い方や落下、浸水などによる外的

要因の破損、使用・保管環境の劣悪など）による故障修理 

◈ その他、弊社の責任とみなされない故障と損傷 

◈ 消耗部品の消費や摩耗に対する交換 

◈ 正常な状態である製品の「校正」及び「点検」のご依頼 

◈ 日本国外への持ち出し 
 

 

詳細は、本書の免責事項及び付属する保証書の記載内容をご確認ください。 
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6.2 アフターサービス 
 

アフターサービス 

(修理・校正） 

弊社では、保証期間終了後でもご安心して使用頂けるように、万全のサービス体

制を設けております。 

「修理」「校正」及び「総合点検（オーバーホール）」等のアフターサービスは、

有償にてお承りさせていただきます。 
 

ご依頼は、弊社修理課までご用命ください。 
 

お見積もりに関して ・ 見積書は製品着荷後にご提出させていただきます。 

見積書が到着しましたら、なるだけ早急に着手の可否をご返信いただけます

ようお願い申し上げます。 

弊社からの送信後２週間以上ご回答のない場合は、お預かりさせて頂いてお

ります該当品を返却させていただきます。 

・ 見積書に記載した調査費用・荷造運送費用（着払い費用を含む）は、修理・

校正中止のお申し出に関わらずご請求させていただきます。 

・ 弊社による該当品の廃棄処分をご依頼される場合には、調査費用・廃棄費用

（別途見積）の合計金額をご請求させていただきます。 

・ 「修理」の事前お見積もりは出来ません。 

「校正」「総合点検」は修理が発生しない前提でお見積もりが可能です。 
 

 

 
6.2.1  修理 
 

修理のご依頼 
 

ご使用中の製品が正常な動作を行えない場合の修理をさせていただきます。 

修理に伴う校正試験をご依頼される場合には、次項の校正試験を併せ読み、 

必要な書類のご用命を願います。 
 

修理前・後の校正データが必要な場合は、予めお申し出ください。 

修理完了後に行う検査は、校正データ試験とは異なりますので、修理完了後の

追加依頼での校正書類発行には、ご対応できませんので予めご了承ください。 
 

修理完了後に行う検査は、本器に付属されるコード類も含めて行いますので、

ご依頼の際は、付属品一式をあわせてお送りください。 
 

修理保証期間 修理（箇所・症状）に関して、納入後６ヶ月を保証期間とさせていただきます。

尚、修理を実施させていただいた箇所・症状以外に発生した新たな不具合につき

ましては、補償の対象外として扱います。 
 

修理対応可能期間 修理作業における品質を維持するために、修理受付期間を以下の通り定めさせ

ていただきます。 

① 製造後１５年以内 

② 同型式製品の販売終了後７年以内 

尚、期間内であっても部品供給の諸事情により、修理対応が不可能になるケース

がございますので予めご了承ください。 
 

シールの貼付 修理後の出荷検査を完了しましたご依頼製品には、「修理・検査済」シールを貼

付します。 
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6.2.2  校正試験 

 
校正データ試験 

のご依頼 
 

弊社の標準器管理基準に基づき「試験成績書」「校正証明書」「トレーサビリティ

体系図」等の校正書類を発行することが出来ます。 
 

校正書類には、ご用命を頂いた内容のユーザー名をそのまま記載しますので、 

くれぐれも間違えの無いように弊社に伝わるようご依頼ください。 
 

① 製品ご購入時の書類発行 

◈ ご注文時にご用命ください。 

製品の出荷日より３ヶ月以内であれば、追加でのご依頼は可能ですが、

別途 荷造り運搬費用が発生します。 

この場合には、試験日：製品出荷以前の試験を行った日付 

発行日：書類の発送日で作成されることとなります。 

◈ 製品の出荷試験に伴うデータを引用しますので、書類の発行費用のみが

発生します。（試験費用は不要です） 
 

② 既納品の書類発行 

◈ 弊社修理課までご用命ください。 

◈ 校正試験＋書類の発行費用＋荷造運搬費用が発生します。 

◈ ご依頼時に総合点検を行い、故障個所が発見された場合には、修理を含

めたお見積もりをさせていただき、ご了承をいただいてから修理いたし

ます。 

・ 修理対応可能期間を超過している場合や修理に伴う部品供給が不

可能である場合は、修理を含めてご辞退させていただくこととなり

ますが、途中までに発生する調査費用や荷造運搬費用はご請求させ

ていただきます。 

・ 故障発見時における前・後データをご所望の場合につきましては、

予めお申し出ください。 

◈ 校正試験は、本器に付属されるコード類も含めて行いますので、ご依頼

の際は、付属品一式をあわせてお送りください。 
 

データの保管 校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されます。 

原則として再発行致しません。 

修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼時にお申し付け

ください。修理完了後の追加依頼には、ご対応できませんのでご了承ください。
 

シールの貼付 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シ

ールを貼付します。 
 

 
 
6.2.3  総合点検（オーバーホール） 

 
総合点検のご依頼 
 

機器の正常動作の確認する為に点検を行います。 

・ 校正書類は発行されません。 

・ 修理完了後に行う検査は、校正データ試験とは異なりますので、修理完了

後の追加依頼での校正書類発行には、ご対応できませんので予めご了承

ください。 

・ 点検中に故障個所が発見された場合には、「修理」として扱われます。 

・ 修理対応可能期間を超過している場合や修理に伴う部品供給が不可能で

ある場合は、修理を含めてご辞退させていただくこととなりますが、途中

までに発生する調査費用や荷造運搬費用はご請求させていただきます。 
 

シールの貼付 総合点検の依頼を受けて、修理が発生しなかったご依頼製品には、「総合試験合

格」シールを貼付します。 
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